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(四
）「
御
刑
法
草
書
附
例
」〔
宝
暦
十
一
年
施
行
本
〕

(五
）
贖
刑
適
用
の
変
則
と
代
替

(⚑
）
贖
刑
適
用
の
変
則

(⚒
）「
力
役
」
に
よ
る
代
替

(六
）
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料
刑
の
不
採
用

(七
）
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括
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概
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(二
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則
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刑
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と
贖
刑

(三
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老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
の
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刑

(四
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願
」
に
よ
る
贖
刑

(五
）
肉
刑
・
死
刑
に
対
す
る
贖
刑

(六
）
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制
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導
入
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背
景
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）
小

括

四
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前
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政
律
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化
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」

(一
）「
寛
政
律
」「
文
化
律
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の
概
要

(二
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寛
政
律
」「
文
化
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の
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罰
と
贖
刑
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）
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文
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）
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(一
）「
新
律
」
の
概
要

(二
）「
新
律
」
の
刑
罰
と
「
過
料
」

(三
）
贖
刑
と
し
て
の
過
料
刑

(四
）
小

括

六

和
歌
山
藩
「
国
律
」

(一
）「
国
律
」
の
概
要

(二
）「
国
律
」
の
「
贖
刑
」

(三
）
幕
府
の
過
料
刑
と
の
関
係

(四
）
小

括

七

お
わ
り
に

（
以
上
、
本
号
）

三

会
津
藩
「
刑
則
」

（
一
）「
刑
則
」
の
概
要

会
津
藩
の
「
刑
則
」
は
、
手
塚
豊
氏
の
「
会
津
藩
「
刑
則
」
考
」（
手
塚
論
文(⚑
)）

に
よ
っ
て
、
明
律
系
藩
法
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
近
年
は
高
塩
博
氏
に
よ
る
研
究(⚒
)が

公
と
な
っ
て
い
る
。「
刑
則
」
の
刑
罰
制
度
に
つ
い
て
詳
述
し
た
研
究
と
し
て
は
、
前
掲

の
手
塚
論
文
と
、
井
関
鐵
雄
「
寛
政
期
に
お
け
る
刑
罰
の
大
改
正
―
―
『
刑
則
』
を
中
心
と
し
て
―
―
」（
井
関
論
文(⚓
)）、『

福
島
県
警
察

史(⚔
)』

等
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
贖
刑
制
度
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
る(⚕
)。

第
五
代
藩
主
の
松
平
容
頌
と
家
老
の
田
中
玄
宰
に
よ
る
藩
政
改
革
の
一
環
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
刑
則
」
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）

三
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〇
）
に
制
定
さ
れ
た
の
ち
増
補
が
行
わ
れ
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
今
日
伝
存
す
る
「
刑
則
」
が
完
成
し
た
と
さ
れ
る(⚖
)。「

刑
則
」

編
纂
に
当
た
っ
て
用
い
ら
れ
た
「
明
律
」
と
明
律
注
釈
書
と
し
て
は
、
荻
生
北
渓
の
『
官
准
刊
行
明
律
』
と
、
高
瀬
学
山
の
『
大
明
律

例
訳
義
』
が
有
力
と
さ
れ
て
お
り(⚗
)、

特
に
『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
は
利
用
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る(⚘
)。

前
記
の
研
究
に
よ
れ
ば
「
刑
則
」
は
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」、
す
な
わ
ち
高
齢
者
や
幼
年
者
等
に
加
え
、「
願
」
に
よ
る
場
合
に

も
贖
刑
を
認
め
て
い
る
と
さ
れ
る
。
本
章
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
「
刑
則
」
の
贖
刑
制
度
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
た
い
。

（
二
）「
刑
則
」
の
刑
罰
と
贖
刑

は
じ
め
に
「
刑
則
」
の
構
成
と
刑
罰
体
系
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
し
た
「
贖
銅
」
の
額
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。「
刑
則
」
は

各
論
的
規
定
を
も
含
む
他
の
明
律
系
藩
法
と
は
異
な
り
、「
主
と
し
て
刑
罰
の
種
類
と
そ
の
内
容
を
成
文
法
化
し
た
も
の(⚙
)」

と
さ
れ
、

前
文
の
「
刑
則
序
」
と
、「
士
人
」・「
庶
人
」・「
士
庶
通
条
」
の
三
つ
の
編
目
、
九
つ
の
刑
罰
の
配
当
図
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る(10
)。

｢士
人
」
に
対
す
る
刑
罰
に
は
、
蟄
居
（
五
日
・
十
日
・
十
五
日
・
二
十
日
）、
閉
門
（
三
十
日
・
五
十
日
・
七
十
日
・
九
十
日
）、
揚
座
敷

（
一
年
・
二
年
・
三
年
・
永
居
）、
死
（
切
腹
・
白
洲
斬
罪
・
牢
内
刎
首
）
が
あ
り
、「
庶
人
」
に
対
す
る
刑
罰
に
は
、
笞
刑
・
杖
刑
・
徒
刑
・

肉
刑
・
死
刑
（
刎
首
・
誅
伐
・
磔
）
が
あ
る(11
)。

こ
れ
ら
の
刑
罰
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
「
刑
則
」
制
定
以
前
の
従
来
の
刑
罰
も
ま
た

併
記
さ
れ
て
お
り(12
)、「

贖
銅
」
の
額
と
と
も
に
刑
罰
配
当
図
に
表
形
式
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
刑
則
」
が
こ
う
し
た
刑
罰
配
当
図
を
設

け
た
こ
と
は
中
国
律
の
影
響
と
さ
れ
る
が(13
)、『

官
准
刊
行
明
律
』
等
所
収
の
「
納
贖
諸
例
図
」
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
よ
う(14
)。

｢贖
銅
」
額
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
庶
人
に
対
す
る
刑
罰
の
う
ち
、
笞
刑
・
杖
刑
・
徒
刑
・
肉
刑
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
以
下
の
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通
り
で
あ
る(15
)。

①

笞
刑
…
…
五
（
五
百
文
）、
十
（
一
貫
文
）、
十
五
（
一
貫
五
百
文
）、
二
十
（
二
貫
文
）、
二
十
五
（
二
貫
五
百
文
）

②

杖
刑
…
…
三
十
（
三
貫
文
）、
四
十
（
四
貫
文
）、
五
十
（
五
貫
文
）、
六
十
（
六
貫
文
）、
七
十
（
七
貫
文
）

③

徒
刑
…
…
半
年
（
十
四
貫
文
）、
一
年
（
十
七
貫
五
百
文
）、
一
年
半
（
二
十
一
貫
文
）、
二
年
（
二
十
四
貫
五
百
文
）、
二
年
半
（
二
十

八
貫
文
）

④

肉
刑
…
…
肩
入
墨
徒
二
年
半
（
三
十
五
貫
文
）、
額
入
墨
徒
二
年
半
（
三
十
八
貫
五
百
文
）、
耳
鎩
徒
二
年
半
（
四
十
二
貫
文
）、
鼻

鎩
徒
三
年
（
四
十
五
貫
六
百
文
、
会
津
図
書
館
本
は
同
五
百
文
）

笞
刑
と
杖
刑
に
関
し
て
は
、「
刑
則
」
制
定
以
前
の
刑
罰
と
し
て
「
過
料
銭
」
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
杖
六
十
ま
で
は
「
贖
銅
」
の

額
と
同
額
で
あ
り
、
杖
七
十
に
対
し
て
は
「
過
料
銭
七
貫
文
、
八
貫
文
、
九
貫
文
、
拾
貫
文(16
)」

が
こ
れ
に
当
た
る
と
し
て
い
る
。「
刑

則
」
で
は
押
込
・
牢
舎
・
過
料
銭
に
代
え
て
笞
刑
・
杖
刑
を
設
け
た
の
で
あ
る
が(17
)、

制
定
後
の
追
加
規
定
で
は
事
跡
に
よ
っ
て
は
過
料

を
科
す
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
博
奕
犯
に
過
料
を
科
す
法
令
も
見
ら
れ
る(18
)。

（
三
）「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
の
贖
刑

｢老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」、
す
な
わ
ち
高
齢
者
や
幼
年
者
等
に
贖
刑
を
適
用
す
る
規
定
は
、「
士
庶
通
条
」
の
62
条
か
ら
66
条
に
わ

た
っ
て
存
在
す
る
。
手
塚
論
文
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
先
に
論
じ
た
熊
本
藩
の
「
刑
法
草
書
」
等
の
本
稿
で
扱
う
他
の
明

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）

五
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律
系
藩
法
と
同
様
に
、「
明
律
」
の
名
例
律
・
老
小
廃
疾
収
贖
条
と
、
同
・
犯
罪
時
未
老
疾
条
を
参
酌
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
刑
則
」

独
自
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
。
手
塚
論
文
で
は
、
幕
府
法
と
は
異
な
り
老
齢
者
に
つ
い
て
の
規
定
を
有
し
て
い
る
点
、
段
階
に
応
じ

た
相
対
的
刑
事
責
任
能
力
を
認
め
て
い
る
点
、「
刑
法
草
書
」
に
比
べ
「
明
律
」
の
規
定
を
咀
嚼
、
消
化
し
て
摂
取
し
て
い
る
点
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る(19
)。

(「
士
庶
通
条
」
62
条
）

一

在
勤
之
外
年
八
拾
歳
ゟ
以
上
、
又
ハ
拾
歳
ゟ
以
下
之
者
ハ
、
刑
罰
を
不
加
し
て
可
赦
之
、

但
、
右
可
赦
者
と
い
へ
と
も
、
事
跡
ニ
ゟ
、
難
赦
罪
状
之
も
の
ハ
、
右
之
法
格
に
不
拘
、
其
宜
ニ
応
し
批
判
可
申
出
事
、

(同
63
条
）

一

年
七
十
歳
ゟ
七
十
九
歳
ま
て
と
、
拾
壱
歳
よ
り
拾
四
歳
迄
、
又
ハ
廃
疾
之
者
と
、
生
れ
付
憃
愚
に
し
て
小
児
の
こ
と
き
者
ハ
、

右
肉
刑
以
下
贖
銅
十
ケ
一
之
割
合
を
以
、
令
納
贖
可
宥
之
事(20
)、

62
条
は
老
小
廃
疾
収
贖
条
の
九
十
歳
以
上
・
七
歳
以
下
の
段
階
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
刑
事
無
責
任
の
年
齢
が
「
明
律
」
よ
り

も
拡
張
さ
れ
て
い
る
点
や
、「
在
勤
」
の
場
合
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
本
条
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る(21
)。

63
条
の
規
定
は
老
小

廃
疾
収
贖
条
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。

同
64
条
は
、「
士
人
及
年
割
以
上
月
割
以
下
御
家
人
幷
庶
人
」
で
押
込
や
牢
舎
に
当
た
る
者
が
、
老
幼
廃
疾
の
規
定
に
該
当
す
る
場

合
の
減
軽
方
法
を
定
め
、「
大
凡
前
条
十
ケ
一
之
割
合
に
準
、
所
当
之
等
級
を
降
し
て
可
宥
之(22
)、」

と
し
て
い
る
（
但
で
は
僧
侶
・
修
験
・
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社
人
に
つ
い
て
も
同
様
に
定
め
て
い
る
）。
帯
刀
の
者
の
笞
刑
・
杖
刑
に
つ
い
て
は
、「
押
込
」
や
「
牢
舎
」
に
換
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
（「
庶
人
」
24
条(23
)）、

こ
う
し
た
場
合
を
想
定
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
刑
罰
図
に
は
「
月
割
以
下
御
家
人
、
当
笞
五
之
刑
者
、
以
押
込

五
日
、
不
許
贖
、
下
效
之
、」
や
、「
月
割
以
下
御
家
人
、
当
杖
三
十
之
刑
者
、
以
牢
舎
三
十
日
、
不
許
贖
、
下
效
之(24
)、」

な
ど
と
、
贖

刑
を
許
さ
な
い
旨
も
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
条
が
贖
刑
を
想
定
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

(同
65
条
）

一

拾
四
歳
以
前
に
犯
し
た
る
罪
跡
、
壮
年
に
及
て
顕
る
時
ハ
、
拾
四
歳
以
前
之
法
ニ
処
し
、
又
壮
年
之
悪
事
、
七
拾
歳
以
上
ニ

至
て
顕
る
ゝ
時
ハ
、
七
拾
才
以
上
之
所
当
可
申
付
之
、
八
十
才
以
下
容
赦
之
儀
も
、
可
準
右
之
断
事(25
)、

65
条
は
「
明
律
」
の
犯
罪
時
未
老
疾
条
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
本
条
に
お
い
て
は
、
犯
罪
時
未
老
疾
条
に
は
存
す
る
、

徒
刑
の
刑
期
中
に
老
疾
と
な
っ
た
場
合
の
規
定
が
欠
落
し
て
い
る
。
次
節
に
掲
げ
る
「
願
」
に
よ
る
場
合
に
つ
い
て
定
め
た
35
条
但
の
、

日
割
に
よ
っ
て
納
贖
さ
せ
る
と
い
う
規
定
を
準
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
66
条
は
「
右
ニ
顕
候
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
と
い
へ
と
も
、
其
罪
跡
不
軽
し
て
、
右
十
ケ
一
之
割
合
を
以
、
難
相
宥
者
ハ
、
其
法
格

に
不
拘
、
各
随
其
宜
可
為
判
断
事(26
)、」

と
定
め
る
。
先
の
62
条
に
お
い
て
も
事
跡
に
よ
っ
て
は
適
宜
批
判
せ
よ
と
の
但
が
あ
っ
た
が
、

本
条
も
同
様
の
旨
を
定
め
て
い
る
。「
明
律
」
の
老
小
廃
疾
収
贖
条
に
お
い
て
も
、
重
大
な
犯
罪
は
収
贖
の
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
本
条
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
「
老
幼
廃
疾
憃
愚
」
の
者
に
贖
刑
を
科
す
場
合
の
贖
の
金
額
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
本
節
で
引
用
し
た
条
文
に
は
「
十
ケ
一
之

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）
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割
合
」
と
い
う
文
言
が
散
見
さ
れ
る
が
、
刑
罰
図
に
も
笞
刑
か
ら
肉
刑
に
わ
た
っ
て
「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
、
其
十
ケ
一
、
下
效

（
マ
マ
）

之(27
)、」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
は
十
分
の
一
の
額
で
の
納
贖
が
許
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る(28
)。

こ
の
よ
う
に
「
刑
則
」
は
高
齢
者
や
幼
年
者
、
障
害
者
等
に
贖
刑
を
適
用
す
る
場
合
に
、
優
遇
し
た
低
い
金
額
で
の
贖
罪
を
許
し
て
い

る
の
で
あ
る(29
)。

こ
れ
は
『
官
准
刊
行
明
律
』
等
所
収
の
「
納
贖
諸
例
図
」、
あ
る
い
は
『
大
明
律
例
訳
義
』
の
「
贖
法
」
を
参
照
し
た

際
に
、「
老
疾
折
銭
」
の
項
目
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る(30
)。

な
お
、
女
性
に
対
す
る
徒
刑
と
肉
刑
の
科
刑
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、「
庶
人
」
31
条
で
は
徒
刑
は
「
奴
」
と
し
て
行
う
も
の
と

さ
れ
、
ま
た
、
同
39
条
但
に
よ
れ
ば
肉
刑
も
ま
た
罪
状
に
よ
っ
て
は
行
わ
れ
た(31
)。

こ
の
よ
う
に
「
刑
則
」
で
は
「
明
律
」
と
は
異
な
り

徒
刑
等
を
贖
刑
に
は
換
え
て
い
な
い
。

（
四
）「
願
」
に
よ
る
贖
刑

｢願
」
に
よ
っ
て
贖
を
許
す
制
度
は
、
他
の
明
律
系
藩
法
に
は
見
ら
れ
な
い
「
刑
則
」
特
有
の
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
庶
人
に

科
せ
ら
れ
る
刑
罰
の
う
ち
、
一
部
の
笞
杖
刑
と
徒
刑
を
対
象
と
し
て
い
る
。
本
制
度
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
は
、
前
述
の
「
老
幼
廃

疾
憃
愚
之
者
」
に
対
す
る
も
の
と
並
び
、「
刑
則
」
で
贖
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
節
に
お
い
て
は
、

こ
れ
が
「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
に
対
す
る
贖
刑
と
明
確
に
区
別
し
て
立
法
さ
れ
て
い
る
点
を
確
認
し
、
明
代
の
贖
刑
制
度
と
の
関
係

に
つ
い
て
指
摘
を
行
い
た
い
。

｢願
」
に
よ
る
贖
刑
制
度
の
規
定
は
、「
庶
人
」
の
各
条
に
わ
た
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
初
め
に
笞
刑
と
杖
刑
の
規
定
か
ら
確
認
し

て
い
き
た
い
。
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(「
庶
人
」
22
条
）

一

笞
杖
は
、
牢
屋
搆
之
内
に
お
ゐ
て
可
打
之
、
若
其
罪
状
、
市
に
可
晒
も
の
は
、
市
中
に
お
ゐ
て
打
之
、
或
ハ
定
之
日
数
晒
候

上
、
打
候
儀
も
可
有
之
、

但
、
牢
屋
搆
之
内
に
お
ひ
て
行
笞
杖
者
ハ
、
本
罪
連
座

（
マ
マ
）

共
、
願
に
よ
つ
て
令
贖
之
、
市
中
ニ
お
ゐ
て
行
笞
杖
も
の
ハ
、
不

可
許
贖
事(32
)、

本
条
に
関
し
て
手
塚
論
文
で
は
、「「
贖
」
を
み
と
め
る
制
度
が
明
律
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
は
「
老

幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
の
み
な
ら
ず
、
前
に
掲
げ
た
ご
と
く
、「
牢
屋
構
ノ
内
ニ
於
テ
行
笞
杖
」
の
場
合
「
本
罪
連
座
」
の
者
に
も
行
わ

れ
た
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う(33
)。」

と
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
に
対
す
る
贖
刑
に
加
え
て
別
途
、
贖
刑
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(34
)。

続
い
て
徒
刑
の
場
合
の
「
願
」
に
よ
る
贖
刑
規
定
で
あ
る
。

(「
庶
人
」
35
条
）

一

徒
奴
刑
、
本
罪
之
者
不
許
贖
、
連
座
之
者
ニ
限
り
、
願
ニ
よ
つ
て
可
許
贖
、

但
、
納
贖
之
期
日
、
二
十
日
を
可
限
、
若
其
期
日
を
過
而
不
納
贖
時
ハ
、
徒
奴
刑
可
申
付
、
尤
徒
奴
中
、
願
贖
者
於
有
之

ハ
、
以
日
割
令
納
贖
、
可
許
之
事(35
)、

近
世
藩
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こ
れ
に
つ
い
て
も
手
塚
論
文
で
は
、「
笞
杖
刑
の
贖
は
、
前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
本
罪
の
者
に
も
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
徒

奴
刑
の
そ
れ
は
、
連
坐
の
者
に
の
み
許
さ
れ
た
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る(36
)。」

と
説
明
を
加
え
る
。
本
条
で
注
目
す
べ
き
は
徒
奴
の

刑
期
中
で
あ
っ
て
も
納
贖
が
許
さ
れ
た
点
で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
日
割
で
納
贖
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
明
律
」
の
犯
罪
時
未

老
疾
条
（
本
稿
第
二
章
第
二
節
③
参
照
）
が
、
徒
刑
の
刑
期
中
に
老
疾
と
な
っ
た
場
合
に
、
残
り
の
刑
期
分
の
贖
額
を
計
算
し
て
収
贖
す

る
と
定
め
て
い
る
の
に
倣
っ
た
規
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
牢
屋
搆
之
内
」
で
執
行
さ
れ
る
笞
刑
・
杖
刑
の
本
罪
と
連
坐
の
者
、
お
よ
び
、
徒
刑
の
連
坐
の
者(37
)に

は
、「
願
」
に

よ
っ
て
贖
刑
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
「
願
」
に
よ
る
贖
刑
と
、
前
節
で
確
認
し
た
「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
に
対
す
る
贖
刑
と
が
明
確

に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
以
下
の
納
贖
の
期
日
に
関
す
る
諸
条
文
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

(「
庶
人
」
27
条
）

一

笞
刑
令
納
贖
之
期
日
ハ
五
日
、
杖
刑
ハ
十
日
を
限
る
へ
し
、
若
其
期
日
を
過
て
不
納
者
ハ
、
再
不
許
贖
、
笞
杖
可
申
付
事(38
)、

こ
れ
は
「
願
」
に
よ
る
笞
刑
・
杖
刑
の
場
合
の
贖
刑
に
つ
い
て
、
納
贖
期
日
を
定
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
期
日
を
過
ぎ
て
も
納

贖
し
な
い
場
合
は
、
贖
は
許
さ
れ
ず
笞
杖
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
転
じ
て
「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
に
対
す
る
場
合
で

あ
る
が
、

(「
庶
人
」
28
条
）
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一

老
幼
廃
疾
憃
愚
者
、
令
納
贖
之
期
日
右
同
断
、
若
其
期
日
を
過
る
と
い
へ
と
も
、
納
贖
す
る
事
不
相
成
も
の
は
、
其
期
を
延

て
漸
々
可
令
贖
之
、

但
、
其
期
を
延
る
と
い
へ
と
も
、
納
贖
す
る
事
難
相
成
者
有
之
お
ゐ
て
ハ
、
叱
幷
押
込
之
内
を
以
宥
贖
之
、
多
少
掛
合
押

込
定
例
之
日
数
ニ
不
拘
、
振
替
之
所
当
可
申
付
候
事(39
)、

以
上
の
よ
う
に
、
期
日
を
延
長
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
納
贖
が
で
き
な
く
と
も
「
叱
」
や
「
押
込
」
に
換
え
て

笞
杖
は
科
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
徒
刑
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
前
掲
の
「
願
」
に
よ
る
贖
刑
に
つ
い
て
定
め
た
35
条
但
で
は
、
期
日
を
過
ぎ
て
も
納
贖
し
な

い
場
合
に
は
、
徒
奴
刑
が
そ
の
ま
ま
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
老
幼
廃
疾
憃
愚
」
の
場
合
に
関
し
て
は
、
以
下
の

よ
う
に
定
め
る
。

(「
庶
人
」
36
条
）

一

老
幼
廃
疾
憃
愚
に
し
て
徒
奴
に
当
る
者
、
令
納
贖
之
期
日
右
同
断
、
若
其
期
日
を
過
る
と
い
へ
と
も
、
納
贖
す
る
事
不
相
成

者
ハ
、
其
期
を
延
て
、
漸
々
に
可
令
贖
之
、

但
、
其
期
を
延
る
と
い
へ
と
も
、
納
贖
す
る
事
、
難
相
成
者
於
有
之
ハ
、
押
込
牢
舎
之
内
を
以
宥
贖
之
、
多
少
へ
掛
合
押

込
牢
舎
定
例
之
日
数
に
不
拘
、
振
替
之
所
当
可
申
出
事(40
)、

近
世
藩
法
に
お
け
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（
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井
関
論
文
で
は
同
条
に
つ
い
て
「
納
贖
の
期
日
が
過
ぎ
納
贖
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
者
は
、
納
期
を
延
ば
し
徐
々
に
納
贖
さ
せ
る

と
い
う
細
か
い
配
慮
も
み
ら
れ
る(41
)。」

と
指
摘
さ
れ
る
が
、
単
に
期
限
を
延
長
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
で
も
な
お
納
贖
が
困
難
な
ら

ば
、「
押
込
」
や
「
牢
舎
」
に
換
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

笞
刑
・
杖
刑
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
が
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
」
の
者
に
は
制
度
上
、
実
刑
は
科
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
笞
刑
・
杖
刑
が
身
体
的
な
苦
痛
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
徒
刑
も
「
終
日
辛
苦
煩
辱
之
事
を
繰
ら
し

め
、
寒
暑
風
雨
之
労
に
役
し
て
可
懲
之
、」（「
庶
人
」
29
条(42
)）

と
い
う
も
の
で
あ
り(43
)、

こ
う
し
た
刑
罰
を
「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
に
科

す
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
贖
の
金
額
に
つ
い
て
も
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
願
」
に
よ
る
も
の
と
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
」
の
場
合
と
で
は
異
な
っ
て
お

り
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
は
十
分
の
一
の
額
で
の
納
贖
が
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
刑
則
」
は
「
老
幼
廃
疾
憃
愚
」
の
場

合
の
納
贖
に
つ
い
て
優
遇
す
る
規
定
を
特
別
に
設
け
て
い
る
の
で
あ
り
、「
願
」
に
よ
る
贖
刑
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
で
き
る
。

先
に
引
用
し
た
手
塚
論
文
の
記
述
で
は
、「
刑
則
」
の
贖
刑
は
「
明
律
」
の
模
倣
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
「
願
」
に

よ
っ
て
贖
刑
を
認
め
る
制
度
は
、
具
体
的
に
は
「
明
律
」
の
ど
の
制
度
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
目
す
べ
き
は
、
贖
を
納

入
で
き
な
い
場
合
に
は
、
実
刑
が
そ
の
ま
ま
科
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
資
力
の
無
い
者
に
は
贖
罪
を
許
さ
ず
に
笞
杖
刑
を

そ
の
ま
ま
執
行
す
る
と
定
め
た
、「
問
刑
条
例
」
の
五
刑
条
例
の
第
一
条
の
規
定
（
第
二
章
第
三
節
(⚒
)⑦
参
照
）
と
一
致
し
て
い
る
。

「
刑
則
」
制
定
に
当
た
っ
て
参
照
さ
れ
た
『
大
明
律
例
訳
義
』
に
は
、
こ
の
和
訳
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
本
条
も
ま
た
参
照
さ
れ

た
は
ず
で
あ
る(44
)。
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｢願
」
に
よ
る
贖
刑
の
適
用
要
件
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
」
の
者
に
対
す
る
贖
刑
と
は
異
な
り
、
少
な
く
と

も
条
文
上
は
適
用
対
象
を
限
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
文
字
通
り
受
刑
者
の
「
願
」
に
よ
っ
て
、
資
力
が
あ
り
納
贖
が
可
能
で
あ
れ

ば
贖
刑
が
許
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。「
刑
則
」
の
「
願
」
に
よ
る
贖
刑
は
、
死
刑
や
肉
刑
を
含
ん
だ
五
刑
す
べ
て

に
は
及
ん
で
い
な
い
が
、
明
代
の
「
例
贖
」
と
類
似
し
た
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
肉
刑
・
死
刑
に
対
す
る
贖
刑

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
で
贖
刑
が
許
さ
れ
る
の
は
、
63
条
に
見
え
る
よ
う
に
肉
刑
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
肉
刑
と
死
刑
の
贖
刑
規
定
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
意
味
に
関
し
て
疑
問
が
持
た
れ
て
い
る
。
本
節
で
は

こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
肉
刑
に
つ
い
て
は
以
下
の
条
文
が
存
在
す
る
。

(「
庶
人
」
40
条
）

一

肉
刑
に
贖
銅
を
配
賦
す
る
者
ハ
、
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
も
の
を
し
て
、
為
令
宥
贖
也
、
右
納
贖
之
期
日
法
例
、
凡
而
可
従
前
条

徒
刑
之
断
事(45
)、

本
条
に
つ
い
て
手
塚
論
文
で
は
、「
肉
刑
の
場
合
の
贖
は
、
前
条
に
よ
る
と
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
」
の
者
に
だ
け
認
め
ら
れ
た
よ
う
に

理
解
さ
れ
る
が
、
前
に
掲
げ
た
図
表
に
よ
る
と
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
点
は
疑
問
と
し
て
お

く(46
)。」

と
す
る
。
一
方
で
、
井
関
論
文
で
は
「
贖
銅
は
老
幼
廃
疾
憃
愚
の
者
の
為
に
あ
る
と
定
め
、
そ
れ
以
外
の
者
に
は
許
さ
れ
て
い

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
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な
い(47
)。」

と
断
言
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
井
関
論
文
の
見
解
を
是
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
手
塚
氏
は
お
そ
ら
く
、
た
と
え
ば
、
刑
罰
図
の
肩
入
墨
徒
二
年

半
の
箇
所
に
「
贖
銅
三
十
五
貫
文
、
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
、
其
十
ケ
一
、
下
效
之(48
)、」

等
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
贖
刑
の
額
を
示
し
た
う

え
で
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
に
は
減
額
す
る
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
肉
刑
に
も
「
願
」
に
よ
る
贖
刑
が
適
用
さ
れ
る
可
能

性
を
留
保
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、「
刑
則
」
が
「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
の
贖
額
を
、「
士
庶
通
条
」

に
お
い
て
、
一
律
に
刑
罰
図
の
額
の
十
分
の
一
と
規
定
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
適
用
を
想
定
し
な
い
贖
額
で
あ
っ
て
も
、

「
士
庶
通
条
」
の
規
定
と
の
整
合
性
を
保
つ
た
め
に
は
、
刑
罰
図
に
表
記
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
徒
刑
の
段
階
で
「
願
」
に
よ
る
贖
刑
は
連
坐
の
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
連
坐
に
よ
っ
て
肉
刑
を
科
す

規
定
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い(49
)。

し
た
が
っ
て
肉
刑
に
対
し
て
、「
願
」
に
よ
る
贖
刑
を
許
す
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。
以
上
よ
り
、
ま
さ
し
く
40
条
で
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
肉
刑
に
対
し
て
贖
刑
が
許
さ
れ
る
の
は
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚

之
者
」
の
場
合
に
限
ら
れ
た
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
死
刑
に
関
し
て
も
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(「
庶
人
」
41
条
）

一

死
刑
宥
之
儀
ハ
、
贖
銅
十
一
之
割
合
ニ
不
可
拘
事(50
)、

手
塚
論
文
で
は
本
条
に
つ
い
て
、「
…
…
規
定
の
意
味
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
死
刑
に
は
「
贖
銅
」
の
定
め
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
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か
ら
で
あ
る(51
)。」

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
井
関
論
文
で
は
よ
り
明
確
に
、「
贖
銅
に
つ
い
て
は
贖
銅
十
分
の
一
に
か
か
わ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
し
た
だ
け
で
規
定
は
な
い
。
贖
銅
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
解
し
て
よ
い(52
)。」

と
し
て
い
る
。

｢刑
則
」
に
は
、
宜
し
き
に
従
っ
て
判
断
せ
よ
と
の
規
定
が
多
く
見
ら
れ
、
老
幼
年
者
の
死
刑
を
も
許
す
と
思
わ
れ
る
前
掲
の
62
条

に
お
い
て
も
、
但
に
そ
う
し
た
旨
が
書
か
れ
て
い
る(53
)。

本
条
も
ま
た
、
こ
う
し
た
死
刑
の
減
軽
に
つ
い
て
、
既
存
の
贖
銅
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
判
断
せ
よ
と
定
め
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
六
）
贖
刑
制
度
導
入
の
背
景

｢刑
則
」
に
お
け
る
贖
刑
制
度
導
入
の
背
景
と
し
て
は
、
本
章
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、「
明
律
」
の
影
響
が
大

き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
刑
則
」
に
対
し
て
は
、
高
瀬
学
山
『
大
明
律
例
訳
義
』
の
「
律
大
意
」
か
ら
の
思
想
的
影
響
が
指
摘
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る(54
)。

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
律
大
意
」
に
は
広
範
な
贖
刑
の
適
用
を
推
奨
す
る
記
述
が
存
在
し
た
の
で
あ
る

が
、「
刑
則
」
に
お
け
る
贖
刑
の
採
用
、
と
り
わ
け
「
願
」
に
よ
る
贖
刑
制
度
は
、「
律
大
意
」
の
影
響
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
刑
則
」
に
お
け
る
贖
刑
制
度
採
用
の
要
因
と
し
て
は
、「
明
律
」
の
み
な
ら
ず
、
儒
教
経
典
や

「
唐
律
」、「
養
老
律
」
等
の
そ
の
他
の
律
、
ま
た
会
津
藩
旧
来
の
法
の
影
響
も
ま
た
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
⚑
）
儒
教
経
典
お
よ
び
他
の
律

｢刑
則
」
に
対
す
る
儒
教
経
典
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
そ
の
序
文
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
刑
則
」
の
序
文
に
は
増
補

完
成
時
の
寛
政
八
年
序
文
（「
刑
則
序
」）
と
、
制
定
時
の
寛
政
二
年
序
文
の
二
種
が
存
在
す
る
。
前
者
は
今
日
伝
存
す
る
「
刑
則
」
の
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も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
高
塩
氏
に
よ
っ
て
新
た
に
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る(55
)。

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
「
刑
則
」
は
笞
・
杖
・
徒
・
肉
・
死
か
ら
な
る
「
五
刑
」
の
刑
罰
体
系
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
刑

則
」
に
お
け
る
五
刑
制
の
存
在
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
が
小
林
宏
氏
の
研
究
で
あ
る
。
小
林
氏
は
「
刑
則
」
の
寛
政
二
年
序
文
を
用
い

て
、「
刑
則
」
の
五
刑
が
「
先
王
」
の
「
五
刑
之
法
」
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
肉
刑
や
徒
刑
、
笞
杖
刑
の
採
用
に

関
し
て
儒
教
経
典
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
て
い
る(56
)。

こ
の
「
刑
則
」
の
序
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
贖
刑
に
つ
い
て
も
儒
教

経
典
の
影
響
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

｢刑
則
」
の
寛
政
八
年
序
文
は
『
書
経
』（『
尚
書
』）「
舜
典
」
か
ら
、「
象
以
典
刑
、
流
宥
五
刑
、
鞭
作
官
刑
、
朴
作
教
刑
、
金
作
贖

刑
、
眚
災
肆
赦
、
怙
終
賊
刑(57
)」

と
い
う
一
文
を
引
用
し
て
い
る(58
)。「

鞭
作
官
刑
」、「
朴
作
教
刑
」
に
つ
い
て
は
笞
杖
刑
と
の
関
係
で
小

林
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が(59
)、「

金
作
贖
刑
」
も
ま
た
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
よ
う
に
儒
教
経
典
に
五
刑
と

と
も
に
贖
刑
が
存
在
す
る
こ
と
は
、「
刑
則
」
の
贖
刑
採
用
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
会
津
藩
に
お
い
て
は
「
明
律
」
以
外
に
も
藩
の
先
例
の
ほ
か
、「
唐
律
」
や
日
本
の
「
養
老
律
」
等
も
ま
た
利
用
さ
れ
た
と

指
摘
さ
れ
て
お
り(60
)、

笞
杖
刑
の
採
用
に
際
し
て
も
、
古
代
の
日
中
の
笞
杖
刑
が
採
用
の
論
拠
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る(61
)。「

唐
律
」
や
「
養

老
律
」
も
ま
た
贖
刑
制
度
を
有
す
る
の
で
あ
り(62
)、「

刑
則
」
の
贖
刑
採
用
に
対
す
る
「
唐
律
」
や
「
養
老
律
」
の
影
響
も
考
え
ら
れ
よ

う
。さ

ら
に
、「
刑
則
」
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
熊
本
藩
の
「
刑
法
草
書
」
が
参
考
に
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
手
塚
氏
や
小
林
氏
ら

に
よ
っ
て
、
徒
刑
制
度
や
五
刑
制
に
つ
い
て
熊
本
藩
か
ら
会
津
藩
へ
の
影
響
が
論
じ
ら
れ
て
い
る(63
)。「

刑
法
草
書
」
が
贖
刑
制
度
を
備

え
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
会
津
藩
に
お
け
る
贖
刑
制
度
の
採
用
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
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（
⚒
）
会
津
藩
の
旧
来
の
法

以
上
の
中
国
法
や
中
国
思
想
の
影
響
に
加
え
、
会
津
藩
に
お
け
る
「
刑
則
」
の
制
定
以
前
の
旧
来
の
法
の
影
響
も
無
視
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
守
屋
浩
光
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
会
津
藩
に
お
い
て
は
十
七
世
紀
後
半
か
ら
す
で
に
寛
刑
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う(64
)。

守
屋

氏
が
そ
の
一
例
と
し
て
示
さ
れ
る
の
は
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の
過
料
刑
の
量
刑
に
関
す
る
史
料
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
過
料
額

は
「
そ
の
者
の
生
活
が
成
り
立
つ
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た(65
)」。

こ
う
し
た
財
産
刑
の
場
合
に
、
徴
収
額
を
当
人
の

事
情
に
応
じ
て
調
整
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
の
贖
額
を
減
じ
る
規
定
に
影
響
を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
井
関
論
文
に
お
い
て
も
、
親
類
や
町
村
の
負
担
と
な
る
牢
賄
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
、
牢
舎
を

過
料
に
振
り
替
え
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
刑
の
緩
和
・
寛
大
化
の
動
き
と
い
う
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る(66
)。

こ
の
よ
う
に
過
料
額
を
当
人
に
応
じ
て
変
え
た
り
、
ま
た
一
定
の
刑
罰
を
過
料
に
換
え
た
り
す
る
と
い
う
方
法
が
、「
刑
則
」
の
制
定

以
前
の
会
津
藩
に
お
い
て
、
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

｢刑
則
」
の
寛
政
二
年
序
文
に
は
「
因ヨ

リ二

旧
法ニ
一

可ヘ
キレ

宥ナ
タ
ム

者
宥ナ

タ
ムレ

之ヲ

」
と
い
う
文
言
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
に
は
「
旧
法
ハ
広
ク
見
テ

御
代
代
ノ
御
刑
法
ハ
不
レ

及
レ

申
ニ

、
凡
テ
刑
ヲ
行
ノ
則ノ

リ

ニ
ナ
リ
タ
ル
古
法
ヲ
サ
シ
テ
云
フ
、」「
可
レ

宥
者
宥
レ

之
ト
ハ
、
跋
ニ
見
ユ
ル

通
リ
、
老
少
・
廃
疾
・
不
識
・
過
失
・
遺
忘
ノ
ル
イ
、
宥
ム
ル
ノ
仕
形
本
文
ニ
ア
リ
、
則
チ
古
法
ニ
ヨ
リ
テ
定
メ
タ
ル
コ
ト
ナ
リ(67
)、」

と
い
う
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る(68
)。

こ
の
「
老
少
・
廃
疾
」
は
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
の
規
定
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が(69
)、

こ

う
し
た
贖
刑
を
用
い
る
減
軽
制
度
の
導
入
に
は
、
序
文
に
よ
れ
ば
広
く
会
津
藩
の
歴
代
の
法
や
、
日
中
の
律
等
の
「
古
法
」
が
用
い
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
。
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（
七
）
小

括

本
章
で
は
、「
刑
則
」
の
贖
刑
制
度
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
に
対
す
る
も
の
と
、「
願
」
に
よ
る

も
の
と
に
分
け
て
検
討
を
行
い
、
こ
の
両
者
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
両
者
と
明
代
の
贖
刑
制
度
と

の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
他
の
明
律
系
藩
法
に
は
存
在
し
な
い
「
願
」
に
よ
る
贖
刑
制
度
で
あ
る
。

「
老
幼
廃
疾
憃
愚
之
者
」
に
対
す
る
も
の
が
「
明
律
」
の
「
律
贖
」
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
は
「
例
贖
」
を
参
考
に
立

法
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
「
刑
則
」
の
贖
刑
制
度
に
つ
い
て
は
、「
明
律
」
以
外
の
律
や
、
儒
教
経
典
、
会
津
藩
の
旧
来
の
法
か
ら
の
影
響
も

想
定
で
き
る
。
会
津
藩
は
こ
れ
ら
複
数
の
法
や
制
度
を
参
考
に
「
刑
則
」
の
贖
刑
制
度
を
構
築
し
た
と
言
え
る
。

｢刑
則
」
は
各
則
部
分
を
有
さ
な
い
刑
法
典
で
あ
る
た
め
、
過
失
殺
傷
等
の
「
明
律
」
や
他
の
明
律
系
藩
法
の
例
か
ら
考
え
て
贖
刑

の
適
用
が
想
定
さ
れ
得
る
場
合
に
、
い
か
な
る
科
刑
を
行
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
「
刑
則
」
自
体
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き

な
い(70
)。

こ
う
し
た
場
合
も
含
め
て
、『
家
世
実
紀
』
等
の
史
料
か
ら
、
会
津
藩
の
贖
刑
運
用
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題

と
な
り
得
る
。

(⚑
)
手
塚
豊
「
会
津
藩
「
刑
則
」
考
」（
手
塚
豊
『
明
治
刑
法
史
の
研
究
（
中
）』
手
塚
豊
著
作
集
第
五
巻
、
慶
應
通
信
、
一
九
八
五
年
。
初
出
・

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
編
『
慶
應
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
（
法
学
部
）』
第
一
部
・
法
律
学
関
係
、
一
九
五
八
年
）。

(⚒
)
高
塩
博
「
会
津
藩
「
刑
則
」
―
―
解
題
と
翻
刻
―
―
」（
高
塩
博
『
日
本
律
の
基
礎
的
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
、
初
出
『
國
學
院

大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
七
輯
、
一
九
八
六
年
）、
同
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究

所
紀
要
』、
第
七
一
輯
、
一
九
九
三
年
）、
同
「
会
津
藩
に
お
け
る
『
大
明
律
例
訳
義
』
の
参
酌
」（
池
田
温
編
『
日
中
律
令
制
の
諸
相
』
東
方

一
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書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、
第
二
章
注
（
⚔
）『
江
戸
時
代
の
法
と
そ
の
周
縁
』
所
収
「
会
津
藩
「
刑
則
」
と
そ
の
刑
罰
」、「
草
創
期
の
徒
刑
制

度
―
―
熊
本
藩
徒
刑
か
ら
幕
府
人
足
寄
場
ま
で
―
―
」
二
八
～
三
二
頁
。

(⚓
)
井
関
鐵
雄
「
寛
政
期
に
お
け
る
刑
罰
の
大
改
正
―
―
『
刑
則
』
を
中
心
と
し
て
―
―
」（『
会
津
若
松
市
史
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

(⚔
)
福
島
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
福
島
県
警
察
史
』
第
一
巻
（
福
島
県
警
察
本
部
、
一
九
八
〇
年
）
八
〇
～
九
五
頁
。

(⚕
)
『日
本
律
の
基
礎
的
研
究
』
高
塩
解
題
に
お
い
て
も
、「「
贖
」
の
制
度
を
設
け
て
換
刑
を
お
こ
な
い
、
就
中
、
老
小
不
具
者
に
対
し
て
優
遇

措
置
を
と
っ
た
こ
と
。」（
四
二
七
頁
）
が
「
刑
則
」
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(⚖
)
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
一
二
五
頁
参
照
。
詳
細
な
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
同
・
一
二
〇
～
一
二
八
頁
、
手
塚

論
文
・
二
四
七
～
二
五
六
頁
参
照
。

｢刑
則
」
は
、
前
掲
の
手
塚
論
文
と
『
福
島
県
警
察
史
』
第
一
巻
（
と
も
に
会
津
図
書
館
本
）、
そ
し
て
高
塩
前
掲
「
会
津
藩
「
刑
則
」」

（
筑
波
大
学
本
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
高
塩
解
題
・
四
二
七
～
四
二
九
参
照
）。
以
下
、「
刑
則
」
に
つ
い
て
は
『
日
本
律
の
基
礎
的
研
究
』

再
録
の
高
塩
氏
翻
刻
の
も
の
を
参
照
し
、
単
に
「
刑
則
」
と
略
称
す
る
。
ま
た
同
解
題
に
つ
い
て
は
高
塩
解
題
と
す
る
。

『家
世
実
紀
』
は
、
家
世
実
紀
刊
本
編
纂
委
員
会
編
『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
全
十
五
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
～
一
九
八
九
年
）
に
よ

る
。

(⚗
)
高
塩
「
会
津
藩
に
お
け
る
『
大
明
律
例
訳
義
』
の
参
酌
」
四
五
五
頁
参
照
。

(⚘
)
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
一
三
一
～
一
三
五
、
一
五
七
頁
以
下
、
お
よ
び
同
「
会
津
藩
に
お
け
る
『
大
明
律
例
訳

義
』
の
参
酌
」
参
照
。

(⚙
)
手
塚
論
文
・
二
八
六
頁
。

(10
)
手
塚
論
文
・
二
五
七
頁
、
高
塩
解
題
・
四
二
四
～
四
二
六
頁
参
照
。

(11
)
高
塩
解
題
・
四
二
六
頁
参
照
。

(12
)
「
刑
則
」
の
制
定
後
も
後
述
の
過
料
を
含
め
、
従
来
の
刑
罰
は
引
き
続
き
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
手
塚
論
文
・
二
八
〇
・
二
八
一
頁
、

井
関
論
文
・
一
二
七
～
一
二
九
頁
参
照
）。
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(13
)
高
塩
解
題
・
四
二
七
頁
参
照
。

(14
)
｢刑
則
」
の
贖
刑
を
定
め
る
各
条
文
に
お
い
て
「
納
贖
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
傍
証
と
な
る
。

(15
)
｢刑
則
」
四
三
五
～
四
四
一
頁
、
手
塚
論
文
・
二
六
三
・
二
六
四
、
二
六
七
・
二
六
八
頁
。

(16
)
｢刑
則
」
四
三
七
頁
。

(17
)
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
一
四
六
頁
参
照
。

(18
)
｢刑
則
」
四
四
八
頁
、
手
塚
論
文
・
二
八
一
・
二
八
二
頁
、
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
と
そ
の
刑
罰
」
七
二
頁
参
照
。
会
津
藩
に
お
け
る
博

奕
犯
処
罰
に
つ
い
て
は
、
坂
誥
智
美
「
会
津
藩
に
お
け
る
行
刑
の
取
り
計
ら
い
―
―
『
家
世
実
紀
』・
天
保
期
史
料
「
簡
易
之
取
計
」
か
ら
見

る
博
奕
取
締
を
題
材
と
し
て
―
―
」（
藩
法
研
究
会
編
『
大
名
権
力
の
法
と
裁
判
』
創
文
社
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

(19
)
手
塚
論
文
・
二
七
七
・
二
七
八
頁
参
照
。
ま
た
、『
福
島
県
警
察
史
』
第
一
巻
・
八
六
頁
、
井
関
論
文
・
一
二
七
、
一
二
九
頁
参
照
。

(20
)
｢刑
則
」
四
四
四
頁
。

(21
)
手
塚
論
文
・
二
七
八
頁
。

(22
)
｢刑
則
」
四
四
四
頁
。

(23
)
｢刑
則
」
四
三
八
頁
。
手
塚
論
文
・
二
六
三
頁
、『
福
島
県
警
察
史
』
第
一
巻
・
八
四
頁
、
井
関
論
文
・
一
二
六
頁
参
照
。

(24
)
｢刑
則
」
四
三
六
頁
。『
家
世
実
紀
』
に
は
、「
御
家
人
ハ
笞
杖
数
之
日
限
を
以
牢
舎
申
付
、
贖
を
不
許
」（『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
第
十
三

巻
・
四
〇
四
頁
）
と
見
え
る
。

(25
)
｢刑
則
」
四
四
四
頁
。
会
津
図
書
館
本
で
は
「
八
拾
歳
以
下
拾
歳
以
下
宥
赦
之
義
」（
手
塚
論
文
・
二
七
七
頁
）
と
す
る
。
と
も
に
八
〇
歳

以
「
上
」
の
誤
り
と
さ
れ
る
。

(26
)
｢刑
則
」
四
四
四
頁
。

(27
)
｢刑
則
」
四
三
六
、
四
三
九
・
四
四
〇
頁
。

(28
)
井
関
論
文
・
一
二
七
頁
参
照
。

(29
)
こ
れ
は
過
料
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
て
い
た
（
手
塚
論
文
・
二
八
一
・
二
八
二
頁
参
照
）。
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(30
)
第
二
章
注
（
165
）
～
（
169
）
参
照
。

(31
)
｢刑
則
」
四
三
九
、
四
四
一
頁
。
井
関
論
文
・
一
二
四
・
一
二
五
頁
、
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
と
そ
の
刑
罰
」
七
〇
・
七
一
頁
参
照
。

(32
)
｢刑
則
」
四
三
七
頁
。

(33
)
手
塚
論
文
・
二
六
六
頁
。

(34
)
井
関
論
文
も
、
笞
杖
刑
や
後
述
の
徒
刑
の
場
合
に
お
い
て
「
願
い
」
に
よ
っ
て
、
本
罪
や
連
坐
の
者
に
贖
銅
が
許
さ
れ
る
旨
を
指
摘
し
て

い
る
（
一
二
五
、
一
二
七
頁
）。

(35
)
｢刑
則
」
四
四
〇
頁
。

(36
)
手
塚
論
文
・
二
七
一
頁
。

(37
)
磔
に
処
せ
ら
れ
た
者
の
妻
子
に
は
「
定
例
連
座
し
て
」
徒
奴
二
年
、
誅
伐
に
処
せ
ら
れ
た
者
の
妻
子
に
は
「
事
跡
ニ
よ
り
連
座
し
て
」
徒

奴
一
年
半
を
科
し
て
い
る
（「
庶
人
」
46
条
、「
刑
則
」
四
四
二
頁
。
井
関
論
文
・
一
二
九
頁
参
照
）。

(38
)
｢刑
則
」
四
三
八
頁
。

(39
)
｢刑
則
」
四
三
八
頁
。

(40
)
｢刑
則
」
四
四
〇
頁
。

(41
)
井
関
論
文
・
一
二
五
頁
。

(42
)
｢刑
則
」
四
三
九
頁
。

(43
)
笞
杖
刑
や
徒
刑
の
執
行
方
法
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
高
塩
「
会
津
藩
に
お
け
る
『
大
明
律
例
訳
義
』
の
参
酌
」
四
五
六
～
四
五
九
頁

参
照
。

(44
)
｢刑
則
」
制
定
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
「
刑
則
制
定
調
査
書
」
に
は
、『
大
明
律
例
訳
義
』
の
五
刑
条
と
、
そ
の
条
例
の
第
一
条
が
引
用
さ

れ
て
い
る
（
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
一
一
〇
頁
口
絵
、
一
三
一
頁
参
照
）。

(45
)
｢刑
則
」
四
四
一
頁
。

(46
)
手
塚
論
文
・
二
七
一
頁
。

近
世
藩
法
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お
け
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贖
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(47
)
井
関
論
文
・
一
二
四
頁
。

(48
)
｢刑
則
」
四
四
〇
頁
。

(49
)
磔
に
処
さ
れ
た
者
の
妻
子
で
す
ら
徒
奴
二
年
で
あ
る
か
ら
、
連
坐
に
よ
る
肉
刑
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
注
（
37
）
参
照
）。

(50
)
｢刑
則
」
四
四
二
頁
。

(51
)
手
塚
論
文
・
二
七
五
頁
。

(52
)
井
関
論
文
・
一
二
二
・
一
二
三
頁
。

(53
)
こ
う
し
た
「
弾
力
性
」
は
「
刑
則
」
の
適
用
上
の
原
則
と
さ
れ
る
（
手
塚
論
文
・
二
八
〇
頁
、
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
と
そ
の
刑
罰
」

七
一
・
七
二
頁
参
照
）。

(54
)
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
一
六
三
・
一
六
四
頁
参
照
。

(55
)
両
序
文
は
、
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
一
三
八
～
一
四
三
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
八
年
序
文
は
、「
刑
則
」

四
三
一
頁
、
手
塚
論
文
・
二
五
七
頁
に
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

(56
)
第
二
章
注
（
⚕
）
小
林
「
熊
本
藩
と
法
的
思
考
」
三
〇
八
～
三
一
二
頁
参
照
。

(57
)
｢刑
則
」
四
三
一
頁
。「
象
を
典
刑
と
以
し
、
流
は
五
刑
を
宥
め
、
鞭
を
官
刑
と
作
し
、
扑
を
教
刑
と
作
し
、
金
を
贖
刑
と
作
し
、
眚
災
は

肆
赦
し
、
怙
終
は
賊
刑
す
。」（
加
藤
常
賢
『
書
経
（
上
）』
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
、
一
九
八
三
年
）
三
五
頁
）。『
書
経
』
の
贖
刑
に
つ

い
て
、
小
島
祐
馬
「
経
済
上
よ
り
観
た
る
『
尚
書
』
の
贖
刑
」（『
支
那
学
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
二
一
年
）
参
照
。

(58
)
「
刑
則
」
の
序
文
の
記
述
と
中
国
古
典
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
一
五
二
頁
（
⚓
）
参

照
。

(59
)
小
林
「
熊
本
藩
と
法
的
思
考
」
三
一
二
頁
参
照
。

(60
)
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
一
五
五
～
一
五
七
頁
参
照
。

(61
)
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
一
三
七
・
一
三
八
頁
、
小
林
「
熊
本
藩
と
法
的
思
考
」
三
一
二
頁
参
照
。

(62
)
第
一
章
注
（
⚑
）、
第
二
章
注
（
156
）
参
照
。
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(63
)
手
塚
論
文
・
二
五
一
・
二
五
二
頁
、
小
林
「
熊
本
藩
と
法
的
思
考
」
三
〇
八
～
三
一
四
頁
参
照
。

(64
)
守
屋
浩
光
「
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
「
寛
刑
化
」
と
藩
政
の
確
立
（
一
）
―
―
相
馬
・
会
津
・
盛
岡
藩
を
題
材
に
―
―
」（『
法
学
論
叢
』

第
一
三
四
巻
第
一
号
、
一
九
九
三
年
）
二
五
頁
以
下
参
照
。

(65
)
守
屋
前
掲
論
文
・
三
〇
頁
。『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
第
一
巻
・
二
四
九
頁
。
こ
れ
か
ら
は
「
犯
罪
を
犯
し
た
者
の
生
活
に
注
目
し
、
生
活
が

成
り
立
た
な
く
な
る
事
態
を
避
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
」（
守
屋
前
掲
論
文
・
三
〇
頁
）
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、「
刑
則
」

の
笞
杖
刑
の
導
入
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
（
高
塩
「
会
津
藩
に
お
け
る
『
大
明
律
例
訳
義
』
の
参
酌
」
四
五
三
頁
）。
ま
た
、
守
屋
氏
は
こ
の

時
期
の
寛
刑
化
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
保
科
正
之
以
来
の
会
津
藩
の
文
教
、
す
な
わ
ち
「
刑
無
き
を
期
す
」
と
い
う
儒
教
思
想
を
指
摘
さ

れ
る
（
守
屋
・
同
（
二
）『
法
学
論
叢
』
第
一
三
五
巻
第
四
号
、
一
九
九
四
年
、
一
〇
七
・
一
〇
八
頁
）。

(66
)
井
関
論
文
・
一
一
六
頁
参
照
。『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
第
七
巻
・
二
六
四
頁
。

(67
)
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
一
四
〇
頁
。

(68
)
｢不
識
・
過
失
・
遺
忘
」
は
『
周
礼
』「
秋
官
」
の
記
述
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。「
憃
愚
」
の
語
も
『
周
礼
』
に
見
え
る
。
本
田
二
郎

『
周
礼
通
釈
』
下
（
秀
英
出
版
、
一
九
七
九
年
）
二
八
九
・
二
九
〇
頁
参
照
。

(69
)
｢不
識
・
過
失
・
遺
忘
」
に
つ
い
て
は
、「
士
庶
通
条
」
59
条
に
見
え
る
が
（「
刑
則
」
四
四
三
・
四
四
四
頁
、
手
塚
論
文
・
二
八
〇
頁
参

照
）、
減
軽
方
法
と
し
て
贖
刑
の
利
用
は
明
記
し
て
い
な
い
。

(70
)
過
失
に
つ
い
て
は
前
掲
注
参
照
。

四

弘
前
藩
「
寛
政
律
」「
文
化
律
」

（
一
）「
寛
政
律
」「
文
化
律
」
の
概
要

弘
前
藩
（
津
軽
藩(⚑
)）

の
「
寛
政
律
」（「
御
刑
法
牒(⚒
)」）

は
、
九
代
藩
主
の
津
軽
寧
親
に
よ
っ
て
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
制
定
さ
れ

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）
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た
刑
法
典
で
あ
り
、
明
律
系
藩
法
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
い
で
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
制
定
さ
れ
た

「
文
化
律
」
は
、
幕
府
の
「
公
事
方
御
定
書
」
を
範
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
刑
法
典
で
あ
る(⚓
)。

先
行
研
究
に
よ
る
な
ら
ば
、「
寛
政
律
」
と
「
文
化
律
」
の
刑
罰
に
は
「
贖
刑
」
が
見
ら
れ
、
そ
の
適
用
対
象
は
、
①
老
幼
廃
疾
者

の
犯
罪
、
②
女
性
の
犯
罪
、
③
過
失
殺
傷
と
な
っ
て
お
り
、
労
役
等
に
よ
り
贖
刑
を
代
替
す
る
制
度
も
存
在
す
る(⚔
)。

（
二
）「
寛
政
律
」「
文
化
律
」
の
刑
罰
と
贖
刑

｢定
例
」
の
「
御
刑
法
名
目
」
条
に
よ
れ
ば
、「
寛
政
律
」
の
刑
罰
に
は
、
戸
〆
（
五
日
・
十
日
・
十
五
日
・
廿
日
・
三
十
日
）、
鞭
刑

（
三
・
六
・
九
・
十
二
・
十
五
）、
鞭
刑
追
放
（
鞭
十
八
-所
払
・
同
廿
一
-三
里
・
同
廿
四
-五
里
・
同
廿
七
-七
里
・
同
三
十
-十
里
大
場
御
構
）、
徒

刑
（
徒
半
年
鞭
三
十
・
同
一
年
鞭
三
十
・
同
一
年
半
鞭
三
十
）、
死
刑
（
斬
・
獄
門
・
磔
・
火
刑
）
が
あ
り
、
戸
〆
は
「
明
律
」
の
笞
刑
と
、
鞭

刑
は
杖
刑
と
、
鞭
刑
追
放
は
徒
刑
と
、
徒
刑
は
流
刑
と
対
応
す
る
と
し
て
い
る(⚕
)。

こ
れ
ら
正
刑
と
対
応
し
た
贖
額
は
、
同
条
の
「
贖
刑
」
に
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

鞭
三
ハ
過
料
三
貫
六
百
文

同
六
ハ
四
貫
二
百
文

同
九
ハ
四
貫
八
百
文

同
十
二
ハ
五
貫
四
百
文

同
十
五
ハ
六
貫
文

同
十
八
ハ
十
二
貫
文

同
廿
一
ハ
十
五
貫
文

同
廿
四
ハ
十
八
貫
文

同
廿
七
ハ
廿
一
貫
文

同
三
十
ハ
廿
四
貫
文
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徒
半
年
ハ
三
十
貫
文

同
一
年
ハ
三
十
三
貫
文

徒
一
年
半
ハ
三
十
六
貫
文

死
罪
ハ
四
十
二
貫
文(⚖
)

本
条
に
は
「
右
過
料
之
儀
ハ
老
幼
廃
疾
之
類
、
刑
に
不
可
行
者
、
幷
過
ニ
て
人
ヲ
殺
、
或
疵
付
候
類
、
相
当
之
過
料
ニ
て
罪
ヲ
贖
ひ

可
申
事(⚗
)、」

と
い
う
注
記
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
贖
刑
の
適
用
対
象
と
し
て
老
幼
廃
疾
と
過
失
殺
傷
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
女
性
の
犯
罪
も
贖
刑
の
対
象
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
よ
り
「
寛
政
律
」
に
お
け
る
「
贖
刑
」
は
「
過
料
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
注
意
す
べ
き
は
「
寛
政
律
」
や

「
文
化
律
」
に
お
い
て
は
、
贖
で
は
な
い
主
刑
と
し
て
科
さ
れ
る
刑
罰
も
「
過
料
」
と
呼
ば
れ
、
複
数
の
犯
罪
に
科
せ
ら
れ
て
い
る
点

で
あ
る(⚘
)。

戸
〆
に
対
応
す
る
過
料
額
に
つ
い
て
は
、「
寛
政
律
」
本
文
で
は
「
但
、
子
、
兄
弟
、
或
ハ
奉
公
人
之
類
、
戸
〆
難
相
成
者
ハ
、
右

日
数
之
通
、
過
料
人
夫
、
或
ハ
一
日
六
十
文
之
積
を
以
、
過
料
銭
為
差
出
候
事(⚙
)、」

と
、
一
日
あ
た
り
六
十
文
の
換
算
と
し
て
い
る
が
、

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
村
役
の
戸
〆
は
過
料
に
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
に
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る(10
)。

こ
の
改
正
に
よ
る

戸
〆
の
過
料
額
は
『
藩
法
史
料
集
成
』
所
収
の
「
寛
政
律
」
で
あ
る
「
京
大
本
」
に
お
い
て
も
、
貼
紙
で
追
加
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
額

は
、
五
日
（
六
百
文
）・
十
日
（
九
百
文
）・
十
五
日
（
壱
貫
弐
百
文
）・
廿
日
（
壱
貫
五
百
文
）・
三
十
日
（
壱
貫
八
百
文
）
と
な
っ
て
い
る(11
)。

続
く
「
文
化
律
」
も
ま
た
、
正
刑
と
過
料
と
の
対
応
を
定
め
た
「
定
例
」〔
二
〕「
贖

あ
か
な
ひ

定
之
事
」
条(12
)を

有
し
て
お
り
、
そ
の
額
は

「
寛
政
律
」
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
本
条
に
も
ま
た
「
寛
政
律
」
と
同
様
に
、「
右
過
料
之
儀
者
老
人
幼
少
者
幷
片
輪
者
之
類
、
刑
に

不
可
行
者
、
或
者
怪
我
ニ
而
人
を
殺
候
欤
、
疵
付
候
類
、
相
当
之
過
料
ニ
而
罪
を
あ
か
な
ひ
可
申
事(13
)」

と
い
う
注
記
が
付
け
ら
れ
て
い

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）
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る
が
、
女
性
の
犯
罪
も
贖
刑
の
対
象
で
あ
る
こ
と
は
「
寛
政
律
」
と
同
様
で
あ
る
。

（
三
）
贖
刑
の
適
用
条
文

①
老
幼
廃
疾
者
の
犯
罪

老
幼
廃
疾
者
の
犯
罪
に
関
す
る
規
定
は
、「
寛
政
律
」
の
「
定
例
」
に
見
ら
れ
る
。

老
幼
廃
疾
之
事

一

歳
七
十
以
上
十
五
歳
已
下
幷
廃
疾
之
者
、
死
罪
以
下
、
贖
ニ
て
用
捨
可
致
事
、
八
十
已
上
十
歳
以
下
、
死
罪
を
犯
候
者
ハ
、

上
聞
之
上
、
時
宜
御
沙
汰
可
被
仰
付
事
、
盗
賊
幷
人
に
疵
付
候
者
、
贖
を
出
せ
可
申
事
、
其
余
の
罪
ハ
御
構
無
之
、
九
十
已

上
七
歳
已
下
ハ
、
死
罪
ニ
て
も
、
刑
ヲ
不
可
加
事
、

但
、
罪
を
犯
候
節
、
未
老
疾
ニ
無
之
候
共
、
事
顕
候
節
、
老
疾
に
候
得
ハ
、
老
疾
ヲ
以
、
沙
汰
可
致
事
、

幼
少
之
節
、
罪
を
犯
、
壮
年
ニ
至
、
事
顕
候
節
、
幼
少
之
例
ヲ
以
、
沙
汰
可
致
事
、

廃
疾
之
事
、
惣
て
人
事
ニ
は
つ
れ
候
片
輪
、
病
人
を
言
也
、
馬
鹿
、
乱
心
之
類
も
廃
疾
と
可
致
事(14
)、

布
施
論
文
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
『
礼
記
』
や
「
唐
律
」、「
明
律
」
と
同
様
で
あ
る
点
や
、「
御
定
書
」
と
は
異
な
り
高
齢
者
や
障

害
者
、
病
人
な
ど
の
犯
罪
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
る
点
、
犯
罪
時
未
老
疾
条
に
相
当
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
点
な
ど
に
注
目
さ
れ
、

「
寛
政
律
」
に
対
す
る
儒
教
思
想
の
影
響
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る(15
)。

本
条
の
特
に
幼
年
者
や
乱
心
者
の
処
罰
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
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て
は
、
す
で
に
解
説
が
存
在
す
る(16
)。

本
条
は
お
お
む
ね
「
明
律
」
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
本
条
に
は
「
篤
疾
」

の
語
が
見
ら
れ
な
い
。「
明
律
」
に
は
存
し
な
い
「
廃
疾
」
の
語
句
説
明
に
よ
れ
ば
、「
廃
疾
」
と
「
篤
疾
」
の
区
別
は
存
在
し
な
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

｢文
化
律
」
の
「
定
例
」〔
三
〕「
老
人
幼
少
者
幷
片
輪
者
御
刑
法
捌
之
事
」
条(17
)も

ま
た
、
文
言
等
は
異
な
る
も
の
の
、「
寛
政
律
」
と

同
様
の
適
用
要
件
で
、「
あ
か
な
ひ
」
に
よ
っ
て
刑
を
換
え
る
と
い
う
規
定
を
採
用
し
て
い
る
。

②
女
性
の
犯
罪

女
性
の
犯
罪
に
関
す
る
規
定
も
ま
た
、「
寛
政
律
」
の
「
定
例
」
に
見
ら
れ
る
。

婦
人
犯
罪
候
事

一

婦
人
之
犯
罪
候
は
鞭
十
五
に
不
可
過
、
鞭
十
五
已
上
に
相
当
候
節
ハ
、
十
五
鞭
限
に
て
、
残
る
数
ハ
過
料
ニ
て
罪
を
贖
可
申

事
、

一

婦
人
之
鞭
刑
ハ
襦
袢
之
上
よ
り
打
可
申
、
但
姦
淫
之
罪
ハ
、
衣
を
去
、
直
ニ
打
可
申
事
、
窃
盗
之
類
ハ
入
墨
を
許
可
申
事(18
)、

布
施
論
文
で
は
「
女
は
男
子
に
比
し
て
刑
罰
も
軽
く
、
姦
・
殺
・
放
火
な
ど
の
重
罪
で
な
い
限
り
十
五
以
下
の
鞭
に
限
ら
れ
、
そ
れ

以
上
の
も
の
は
贖
罪
し
得
る
し
、
窃
盗
に
も
入
墨
が
な
い
か
ら
三
犯
で
も
死
刑
に
な
る
こ
と
も
な
い(19
)。」

と
評
し
て
い
る
。
本
条
の
第

一
項
も
ま
た
高
塩
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
明
律
」
の
工
楽
戸
及
婦
人
犯
罪
条
を
参
酌
し
た
も
の
で
あ
る(20
)。

鞭
十
五
は
鞭
刑
追
放

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
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（
二
・
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片
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や
徒
刑
に
併
科
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
鞭
刑
の
上
限
で
あ
る(21
)。

女
性
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
鞭
十
五
ま
で
を
執
行
し
て
、
残
数
や
鞭
刑
追

放
と
徒
刑
は
贖
刑
に
換
え
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
思
わ
れ
る(22
)。

｢文
化
律
」
の
「
定
例
」〔
一
五
〕「
女
罪
を
犯
候
節
捌
之
事
」
条
も
ま
た
、
女
性
の
犯
罪
を
「
あ
か
な
ひ
」
に
よ
っ
て
処
理
す
る
と

い
う
方
法
を
取
っ
て
い
る
が
、「
但
、
貧
困
ニ
而
あ
か
な
ひ
難
差
出
者
ハ
、
老
人
幼
少
者
あ
か
な
ひ
不
納
之
箇
条
を
以
、
沙
汰
可
致
事(23
)」

と
い
う
、
納
入
困
難
な
場
合
は
、
第
四
節
で
触
れ
る
老
人
幼
少
者
の
規
定
を
準
用
せ
よ
と
の
但
が
新
た
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。

③
過
失
殺
傷

過
失
殺
傷
の
規
定
は
「
寛
政
律
」
の
「
人
命
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

怪
我
ニ
て
人
を
殺
候
者

一

怪
我
ニ
て
人
を
殺
し
、
或
ハ
疵
付
候
者
、
打
擲
之
律
ニ
依
て
、
贖
を
取
、
其
者
に
被
下
置
候
事
、

一

途
中
馬
車
ニ
て
人
を
過
候
者
、
緩
怠
之
事
無
之
候
は
、
怪
我
ヲ
以
沙
汰
可
致
事
、
若
不
慎
之
義
於
有
之
は
、
打
擲
之
律
ヲ
以
、

刑
を
可
加
事(24
)、

〔
後
略
〕

怪
我
（
過
失
）
の
場
合
に
、
打
擲
之
律
（
闘
殴
条
）
に
従
っ
て
贖
を
取
る
と
い
う
「
明
律
」
同
様
の
条
文
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ

き
は
「
明
律
」
刑
律
の
車
馬
殺
傷
人
条(25
)を

組
み
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
緩
怠
が
無
け
れ
ば
前
項
の
怪
我
の
場
合
と
同
様
と
し
て
い
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る
。｢文

化
律
」
の
過
失
殺
傷
の
規
定
に
つ
い
て
は
「
御
定
書
」
の
規
定
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、「
明
律
」
由
来

の
贖
刑
を
用
い
て
い
る
。〔
一
〇
〇
〕「
怪
我
ニ
而
人
を
殺
或
者
疵
付
候
者
御
仕
置
之
事
」
条
を
確
認
す
る
。

一

怪
我
ニ
而
人
を
殺
し
或
者
疵
付
候
者

吟
味
之
上
あ
や
ま
ち
に
無
紛
、
幷
怪
我
人
之
親
類
存
念
相
尋
候
上
、
あ
か
な
ひ
を
取
、

其
者
江
被
下
候
事(26
)

本
条
の
「
吟
味
之
上
あ
や
ま
ち
に
無
紛
…
…
」
な
る
文
言
か
ら
、
こ
れ
が
「
御
定
書
」
七
四
条
の
項
目(27
)と

対
応
し
て
い
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
が
、「
御
定
書
」
の
中
追
放
で
は
な
く
、「
あ
か
な
ひ
」
を
取
り
被
害
者
側
に
給
付
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
の
は
、「
寛
政
律
」

や
「
明
律
」
同
様
で
あ
る
。「
あ
か
な
ひ
」
額
に
つ
い
て
は
、〔
一
〇
九
〕「
喧
嘩
打
擲
御
仕
置
之
事
」
条(28
)に

は
、
傷
害
の
程
度
に
応
じ

た
刑
罰
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
従
っ
て
決
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、〔
一
〇
三
〕「
弓
鉄
炮
ニ
而
人
を
殺
候

者
御
仕
置
之
事
」
条
や
、〔
一
〇
四
〕「
牛
馬
ニ
而
人
を
殺
或
者
疵
付
候
者
御
仕
置
之
事
」
条(29
)に

お
い
て
も
、「
あ
や
ま
ち
」
や
「
怪
我
」

の
場
合
な
ら
ば
、
前
掲
の
「
怪
我
」
の
条
文
に
従
う
べ
き
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
過
失
殺
傷
に
つ
い
て
は
、「
御
定
書
」
の
文
言
に
準
じ
つ
つ
も
、
刑
罰
に
お
い
て
は
「
あ
か
な
ひ
」
を
採
用
し
て
お

り
、「
寛
政
律
」
と
同
様
に
「
明
律
」
と
同
じ
方
法
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
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（
四
）
贖
刑
の
代
替

｢寛
政
律
」
に
お
け
る
労
役
に
よ
る
贖
刑
の
代
替
に
つ
い
て
布
施
論
文
で
は
、「
こ
れ
を
貧
困
で
納
付
し
得
な
い
も
の
に
は
一
日
六
十

文
の
割
で
日
数
を
計
算
し
、
そ
れ
だ
け
銅
鉛
山
に
於
て
使
役
す
る
し
、
ま
た
、
老
幼
廃
疾
に
よ
つ
て
こ
の
夫
役
に
も
堪
え
な
い
と
き
は

一
年
以
上
二
年
以
下
の
入
牢
に
よ
つ
て
刑
を
消
滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
る(30
)。」

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、『
弘
前
市
史
』
で
は
「
文
化
律
」
に

関
し
て
、「
過
料
を
貧
困
等
の
原
因
で
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
三
貫
文
ま
で
は
日
数
三
〇
日
の
夫
役
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
三
貫

文
以
上
の
金
高
が
滞
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
銅
鉛
山
へ
出
さ
れ
て
一
日
の
労
役
が
六
〇
文
の
割
合
で
労
働
に
従
事
し
た
。
し
か
し
労
役
に

服
し
得
な
い
事
情
の
者
に
は
、
一
日
六
〇
文
の
割
合
で
牢
居
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た(31
)。」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
制
度
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
見
て
い
く
と
と
も
に
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

｢寛
政
律
」
の
「
御
刑
法
名
目
」
条
「
贖
刑
」
に
は
贖
刑
の
執
行
に
関
し
て
以
下
の
規
定
が
存
在
す
る
。

一

過
料
之
者
、
若
貧
困
ニ
て
上
納
難
相
成
者
ハ
、
銅
鉛
山
へ
差
遣
、
一
日
六
十
文
之
積
ヲ
以
、
夫
役
ニ
使
ひ
可
申
、
若
又
老
幼

廃
疾
之
類
、
夫
役
ニ
も
難
相
成
者
ハ
、
其
身
牢
舎
之
上
、
一
年
或
ハ
二
年
ニ
て
用
捨
可
致
事(32
)、

こ
の
銅
鉛
山
で
の
夫
役
と
は
徒
刑
に
お
け
る
労
役
の
内
容
で
あ
る(33
)。

す
な
わ
ち
過
料
を
徒
刑
に
よ
っ
て
代
替
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
代
替
制
度
に
つ
い
て
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
「
覚(34
)」

に
よ
っ
て
三
十
日
の
納
入
期
日
や
、
三
貫
ま
で
の
三
十
日
の
夫
役
に

つ
い
て
の
規
定
が
追
加
さ
れ
、
特
に
老
幼
廃
疾
者
に
つ
い
て
は
、
銭
高
三
貫
文
ま
で
な
ら
ば
三
十
日
の
「
慎
」、「
鞭
刑
三
鞭
之
贖
三
貫

六
百
文
以
上
、
鞭
刑
十
五
鞭
之
贖
六
貫
文
迄
」
は
、
一
日
あ
た
り
六
十
文
の
換
算
で
「
慎
」、「
鞭
刑
十
八
鞭
、
所
払
之
贖
拾
弐
貫
文
以
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上
、
死
罪
之
贖
四
拾
弐
貫
迄
」
は
、
重
罪
で
あ
る
た
め
同
様
の
換
算
で
牢
舎
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
「
文
化
律
」
の
〔
二
〕「
贖
定
之
事
」
条(35
)に

も
『
弘
前
市
史
』
の
通
り
、
改
定
を
踏
ま
え
た
形
で
継
承
さ
れ
て

い
る
。「
文
化
律
」
で
は
女
性
の
犯
罪
で
贖
を
納
入
で
き
な
い
場
合
に
も
、
同
様
の
扱
い
と
さ
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。こ

う
し
た
贖
刑
代
替
の
規
定
は
受
刑
者
に
と
っ
て
過
酷
で
あ
る
。「
寛
政
律
」
や
「
文
化
律
」
の
規
定
す
る
贖
額
は
そ
れ
相
応
に
高

額
で
あ
り
、
こ
の
額
を
一
日
に
つ
き
六
〇
文
の
換
算
で
日
数
に
換
え
た
の
な
ら
、
か
な
り
の
期
間
の
夫
役
等
を
科
す
こ
と
に
な
る
。
と

り
わ
け
徒
刑
の
場
合
、
本
来
の
徒
刑
の
刑
期
を
超
え
て
し
ま
う
。
贖
刑
と
い
う
減
軽
措
置
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
重
い
刑
罰
を
科
す
こ

と
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
贖
を
納
入
で
き
な
い
場
合
に
労
役
に
よ
っ
て
代
替
す
る
制
度
が
、
明
代
の
「
例
贖
」
に
も
存
す
る
こ
と
は

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
「
問
刑
条
例
」
に
よ
れ
ば
、
徒
罪
な
ら
ば
「
照
徒
年
限(36
)」

と
な
っ
て
い
る
。「
寛
政
律
」
や
「
文

化
律
」
が
、
こ
う
し
た
煩
雑
で
不
備
の
あ
る
規
定
と
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

老
幼
廃
疾
者
に
つ
い
て
も
牢
舎
と
は
い
え
、
長
期
の
収
監
は
苛
酷
な
も
の
と
な
り
う
る
。
牢
屋
の
環
境
は
牢
死
者
が
出
る
な
ど
劣
悪

で
あ
っ
た(37
)。

徒
刑
の
場
合
の
鉱
山
で
の
労
役
は
、
こ
の
後
の
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
よ
り
少
な
い
日
数
の
牢
居
に
換
え
る
こ
と
に

な
っ
た
か
ら(38
)、

牢
舎
は
老
幼
廃
疾
者
の
特
権
で
は
な
く
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
に
さ
ら
に
老
幼
廃
疾
者
が
贖
を
納
入
で
き
な

い
場
合
に
、
何
ら
か
の
配
慮
を
加
え
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

熊
本
藩
に
お
い
て
は
老
幼
廃
疾
者
の
笞
罪
で
贖
を
支
払
え
な
い
者
は
「
叱
」
と
し
て
い
た
し
、
会
津
藩
「
刑
則
」
で
は
納
入
困
難
な

場
合
に
は
相
当
の
優
遇
措
置
を
設
け
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
諸
藩
と
比
べ
る
と
、「
寛
政
律
」
や
「
文
化
律
」
の
老
幼
廃
疾
者
に
対
す
る

贖
刑
の
執
行
が
、
い
さ
さ
か
過
酷
に
見
え
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）

三
一

524 (1006)



（
五
）
小

括

以
上
、
検
討
し
た
よ
う
に
「
寛
政
律
」
は
、
①
老
幼
廃
疾
者
の
犯
罪
、
②
女
性
の
犯
罪
、
③
過
失
殺
傷
に
対
す
る
も
の
等(39
)、「

明

律
」
に
倣
っ
た
贖
刑
規
定
を
備
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
「
御
定
書
」
に
範
を
求
め
た
と
さ
れ
る
「
文
化
律
」
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
贖
刑
を
労
役
や
牢
舎
等
で
代
替
す
る
制
度
を
備
え
て
い
た
。

こ
う
し
た
「
寛
政
律
」
や
「
文
化
律
」
に
お
け
る
贖
刑
制
度
採
用
に
関
し
て
、
荻
生
徂
徠
の
『
政
談
』
の
影
響
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。『
政
談
』
に
お
い
て
は
過
料
刑
に
対
す
る
批
判
と
、
贖
刑
へ
の
肯
定
的
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る(40
)。「

寛
政
律
」
制
定
期
の
弘
前

藩
に
お
い
て
は
、『
政
談
』
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る(41
)。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
寛
政
律
」
や
「
文
化
律
」
に
お
け

る
贖
刑
制
度
の
採
用
に
対
し
て
、『
政
談
』
の
見
解
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。

ま
た
、
以
下
に
引
用
す
る
史
料
か
ら
は
、
弘
前
藩
に
対
す
る
「
明
律
」
や
そ
れ
以
外
の
法
の
影
響
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
「
寛
政
律
」
の
一
写
本
の
「
老
幼
廃
疾
之
事
」
条
の
箇
所
に
は
「
…
…
公
儀
ニ
テ
幼
少
者
ノ
刑
斗
ニ
テ
、
老
人
罪
科
ヲ
犯
候

節
之
御
刑
法
、
相
見
不
申
候
、
老
人
幼
少
者
ノ
義
ハ
何
レ
モ
、
同
様
ノ
義
与
奉
存
候
間
、
寛
政
ノ
御
例
ノ
通
ニ
テ
可
然
奉
存
候(42
)」

と
い

う
書
入
が
見
え
、
ま
た
「
文
化
律
」
の
一
写
本
に
も
「
公
儀
に
ハ
拾
五
歳
以
下
ハ
御
仕
置
一
等
軽
申
付
候
差
別
有
之
候
得
共
、
七
拾
以

上
ニ
而
も
御
仕
置
差
別
無
之
儀
、
異
国
之
法
幷
上
代
者
此
差
別
有
之
候
間
、
七
拾
以
上
御
仕
置
差
別
有
之
候
而
も
可
然
事(43
)」

と
い
う
付

札
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
弘
前
藩
は
、
当
該
条
文
が
幕
府
法
と
は
異
な
る
立
法
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
前
者

の
記
述
で
は
老
幼
の
減
軽
を
「
同
様
ノ
義
」
と
結
論
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
論
拠
は
後
者
の
記
述
に
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
明

律
」
を
含
む
と
思
わ
れ
る
「
異
国
之
法
」
や
、「
上
代
」（「
養
老
律
」
の
施
行
さ
れ
て
い
た
古
代
の
日
本
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。）
を
挙
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げ
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
高
齢
者
の
刑
を
減
軽
す
る
制
度
が
存
在
し
た
と
し
て
、
こ
れ
を
是
と
す
べ
き
旨
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
弘
前
藩
が
幕
府
法
と
は
異
な
る
立
法
を
行
う
際
に
、「
明
律
」
の
み
な
ら
ず
、
古
代
日
本
の
制
度
も
ま
た
正
当
化
の
論
拠
と
し

て
用
い
た
こ
と
を
示
す
。「
老
幼
廃
疾
之
事
」
条
が
贖
刑
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
確
認
し
た
が
、「
寛
政
律
」
や
「
文
化
律
」
に

お
け
る
贖
刑
導
入
に
は
、
こ
う
し
た
「
明
律
」
以
外
の
諸
制
度
も
考
慮
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る(44
)。

｢寛
政
律
」
や
「
文
化
律
」
は
、
不
備
を
抱
え
つ
つ
も
、「
明
律
」
や
他
の
律
を
参
照
し
て
贖
刑
制
度
を
構
築
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

(⚑
)
弘
前
藩
の
刑
事
法
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
、
弘
前
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
弘
前
市
史
』
藩
政
編
（
弘
前
市
、
一
九
六
三
年
）
二
六
九
頁

以
下
「
司
法
」、「
新
編
弘
前
市
史
」
編
纂
委
員
会
編
『
新
編
弘
前
市
史
』
通
史
編
⚒
（
近
世
⚑
）（
弘
前
市
企
画
部
企
画
課
、
二
〇
〇
二
年
）

六
二
八
頁
以
下
「
司
法
制
度
の
整
備
と
変
遷
」、
黒
瀧
十
二
郎
『
津
軽
藩
の
犯
罪
と
刑
罰
』（
北
方
新
社
、
一
九
八
四
年
）、
同
『
日
本
近
世
の

法
と
民
衆
』（
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
し
た
。

(⚒
)
｢寛
政
律
」
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
小
早
川
論
文
（
五
一
～
五
五
頁
）、
布
施
弥
平
治
「
津
軽
藩
の
刑
法
牒
に
つ
い
て
」（『
日
本
法
学
』

第
二
一
巻
第
二
号
、
一
九
五
五
年
、
以
下
、
布
施
論
文
）、
蝦
名
庸
一
「
弘
前
藩
御
刑
法
牒
（
寛
政
律
）」（『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
一
五
・

一
六
合
併
号
、
一
九
五
九
年
、
以
下
、
蝦
名
「
寛
政
律
」）、
橋
本
久
「
弘
前
藩
解
題
」（『
藩
法
史
料
集
成
』）
を
参
照
し
た
。

ま
た
、
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
「
お
く
ゆ
か
し
き
津
軽
の
古
典
籍
」
に
、
千
葉
一
大
氏
に
よ
る
「
寛
政
律
」
お
よ
び
「
文
化
律
」（
御
刑
法

牒
）
の
解
題
が
あ
る
。
以
下
の
U
RL
よ
り
法
典
の
名
称
を
入
力
し
て
検
索
さ
れ
た
い
。
ま
た
『
新
編
弘
前
市
史
』
も
同
サ
イ
ト
に
よ
る
。

https://trc-adeac.trc.co.jp/W
J11C0/W
JJS02U
/0220205100

｢寛
政
律
」
の
翻
刻
と
し
て
は
、『
藩
法
史
料
集
成
』
所
収
の
「
京
大
本
」
を
参
照
し
、
橋
本
久
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
六
）
―
寛
政
律
―
」

（『
法
学
論
集
』
第
一
四
号
、
一
九
八
六
年
）
一
八
九
頁
以
下
の
補
訂
に
よ
っ
て
修
正
を
施
し
た
。「
寛
政
律
」、「
文
化
律
」、
ま
た
「
安
永
律
」

の
諸
写
本
は
、
橋
本
久
氏
に
よ
っ
て
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
」
の
表
題
で
大
阪
経
済
法
科
大
学
『
法
学
論
集
』
第
六
号
～
第
四
二
号
に
連
載
さ

れ
て
い
る
。
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こ
の
ほ
か
「
寛
政
律
」
を
含
む
明
律
系
藩
法
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
利
光
三
津
夫
「
名
例
律
八
虐
六
議
条

に
つ
い
て
」（
利
光
三
津
夫
『
律
令
制
の
研
究
』
慶
應
通
信
、
一
九
八
一
年
）
は
、「
海
南
律
例
」（
土
佐
藩
）・「
国
律
」・「
御
刑
法
牒
」（
寛

政
律
）
を
対
象
と
す
る
（
一
六
七
頁
以
下
）。
林
由
紀
子
「
尊
長
殺
傷
重
罰
規
定
か
ら
見
た
江
戸
時
代
の
嫁
と
舅
姑
―
―
唐
・
明
律
と
の
比
較

に
お
い
て
―
―
」（『
法
制
史
研
究
』
第
四
二
号
、
一
九
九
二
年
）
は
、「
国
律
」・「
御
刑
法
草
書
」・「
新
律
」・「
寛
政
律
」
を
対
象
と
す
る

（
四
六
頁
以
下
）。

(⚓
)
「
寛
政
律
」
と
「
文
化
律
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
黒
瀧
『
日
本
近
世
の
法
と
民
衆
』
一
三
五
～
一
四
一
、
一
六
〇
～
一
六
六
頁
参

照
。「
寛
政
律
」
や
「
文
化
律
」
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
同
書
・
一
三
三
・
一
三
四
頁
や
、『
藩
法
史
料
集
成
』
橋
本
解
題
・
一
～
三
頁
と
、

前
掲
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
六
）」
一
八
九
頁
を
参
照
。

(⚔
)
｢寛
政
律
」
の
贖
刑
規
定
に
つ
い
て
指
摘
し
た
研
究
と
し
て
は
布
施
論
文
が
最
も
古
く
、
以
上
の
諸
制
度
に
つ
い
て
論
じ
る
（
三
八
・
三
九
、

四
九
・
五
〇
、
五
五
頁
）。

(⚕
)
『藩
法
史
料
集
成
』
六
～
八
頁
。
ま
た
、
布
施
論
文
・
三
四
～
三
七
頁
参
照
。

(⚖
)
『藩
法
史
料
集
成
』
八
頁
。

(⚗
)
同
右
。

(⚘
)
こ
う
し
た
主
刑
と
し
て
の
「
過
料
」
に
つ
い
て
は
、
黒
瀧
『
津
軽
藩
の
犯
罪
と
刑
罰
』
一
二
八
～
一
三
〇
頁
参
照
。
ま
た
、
連
坐
に
よ
っ

て
も
過
料
は
科
せ
ら
れ
て
い
る
（
布
施
論
文
・
五
二
頁
、『
弘
前
市
史
』
藩
政
編
・
二
七
六
頁
参
照
）。

(⚙
)
『藩
法
史
料
集
成
』
七
頁
。

(10
)
布
施
論
文
・
三
四
・
三
五
頁
参
照
。
蝦
名
「
寛
政
律
」
三
七
頁
註
（
二
）、
橋
本
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
二
）」
一
四
三
頁
、
黒
瀧
『
日
本

近
世
の
法
と
民
衆
』
一
六
一
・
一
六
二
頁
に
当
該
追
加
法
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(11
)
『藩
法
史
料
集
成
』
六
、
八
頁
。

(12
)
橋
本
久
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
十
八
）
―
文
化
律
―
」（『
法
学
論
集
』
第
三
二
号
、
一
九
九
四
年
）
一
四
二
・
一
四
三
頁
。

(13
)
前
掲
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
十
八
）」
一
四
三
頁
。
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(14
)
『藩
法
史
料
集
成
』
九
頁
。

(15
)
布
施
論
文
・
三
八
・
三
九
、
四
九
・
五
〇
頁
参
照
。
蝦
名
「
寛
政
律
」
三
八
頁
註
（
五
）
で
は
、
幼
年
者
の
処
罰
に
つ
い
て
、
贖
刑
（
過

料
）
と
し
て
い
る
点
が
幕
府
法
よ
り
ゆ
る
や
か
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
弘
前
市
史
』
藩
政
編
・
二
七
六
頁
、
黒
瀧
『
津
軽
藩
の
犯
罪

と
刑
罰
』
七
九
～
八
二
頁
、『
新
編
弘
前
市
史
』
通
史
編
⚒
・
六
五
〇
頁
参
照
。
な
お
、
黒
瀧
同
書
・
八
一
頁
に
は
、
老
幼
年
者
に
贖
刑
が
適

用
さ
れ
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
第
一
章
注
（
⚖
）
大
竹
論
文
・
一
八
六
・
一
八
七
頁
、
柴
田
『
日
本
幼
児
史
』
六
四
頁

に
言
及
が
見
ら
れ
る
。
小
早
川
論
文
・
五
四
・
五
五
頁
で
は
「
明
律
」
の
参
照
例
と
し
て
当
該
条
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(16
)
第
一
章
注
（
⚖
）
古
城
『
米
沢
藩
刑
法
』
四
〇
四
、
四
二
二
頁
参
照
。

(17
)
前
掲
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
十
八
）」
一
四
三
・
一
四
四
頁
。「
文
化
律
」
の
同
条
に
つ
い
て
も
、
古
城
『
米
沢
藩
刑
法
』
四
〇
五
、
四
二

三
頁
参
照
。

(18
)
『藩
法
史
料
集
成
』
一
〇
頁
。

(19
)
布
施
論
文
・
五
五
頁
。
蝦
名
「
寛
政
律
」
三
八
・
三
九
頁
註
（
九
）
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

(20
)
第
二
章
注
（
⚔
）
高
塩
「
熊
本
藩
刑
法
の
一
斑
―
―
笞
刑
に
つ
い
て
―
―
」
八
七
頁
参
照
。

(21
)
弘
前
藩
の
鞭
刑
に
つ
い
て
は
、
高
塩
博
「
江
戸
時
代
の
笞
打
ち
刑
に
つ
い
て
―
―
幕
府
の
「
敲
」
と
弘
前
藩
の
「
鞭
刑
」
―
―
」（
高
塩
博

『
江
戸
幕
府
の
「
敲
」
と
人
足
寄
場
―
―
社
会
復
帰
を
め
ざ
す
刑
事
政
策
―
―
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
一
八
七
頁
以
下
参
照
。

(22
)
黒
瀧
『
津
軽
藩
の
犯
罪
と
刑
罰
』
一
一
四
・
一
一
五
頁
、
同
『
日
本
近
世
の
法
と
民
衆
』
一
五
五
頁
で
は
、
弘
前
藩
の
史
料
で
あ
る
「
国

日
記
」
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
九
月
六
日
条
よ
り
本
条
の
適
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(23
)
前
掲
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
十
八
）」
一
四
七
頁
。

(24
)
『藩
法
史
料
集
成
』
一
三
・
一
四
頁
。
本
条
に
は
、
こ
の
第
一
・
二
箇
条
の
ほ
か
に
、
戯
殺
・
誤
殺
を
規
定
し
た
他
三
箇
条
が
存
在
す
る
。

(25
)
『明
律
国
字
解
』
四
〇
三
頁
。
第
二
章
注
（
26
）
中
村
『
清
代
刑
法
研
究
』
六
三
～
六
五
頁
参
照
。

(26
)
前
掲
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
十
八
）」
一
七
九
頁
。

(27
)
第
二
章
注
（
29
）『
徳
川
禁
令
考
別
巻
』
一
一
四
頁
。「
御
定
書
」
の
過
失
規
定
に
つ
い
て
は
、
石
塚
英
夫
「
徳
川
幕
府
刑
法
に
お
け
る
過

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）

三
五

520 (1002)



失
犯
」（『
法
政
研
究
』
第
二
七
巻
第
二
・
三
・
四
号
、
一
九
六
一
年
）
参
照
。

(28
)
前
掲
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
十
八
）」
一
八
一
・
一
八
二
頁
。

(29
)
前
掲
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
十
八
）」
一
七
九
・
一
八
〇
頁
。

(30
)
布
施
論
文
・
三
九
頁
。

(31
)
『弘
前
市
史
』
藩
政
編
・
二
八
八
頁
。
ま
た
、
黒
瀧
『
津
軽
藩
の
犯
罪
と
刑
罰
』
八
八
・
八
九
頁
、『
新
編
弘
前
市
史
』
通
史
編
⚒
・
六
五

五
・
六
五
六
頁
に
お
い
て
も
同
様
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(32
)
『藩
法
史
料
集
成
』
八
頁
。

(33
)
｢但
、
徒
刑
之
者
ハ
、
銅
鉛
山
江
差
遣
、
鞭
刑
之
上
、
年
限
之
通
苦
使
可
致
事
、」（
同
右
）。
長
谷
川
成
一
『
弘
前
藩
』（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
四
年
）
一
三
七
頁
参
照
。

(34
)
『藩
法
史
料
集
成
』
三
五
頁
。

(35
)
前
掲
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
十
八
）」
一
四
二
・
一
四
三
頁
。

(36
)
第
二
章
第
三
節
（
⚒
）
⑦
参
照

(37
)
黒
瀧
『
日
本
近
世
の
法
と
民
衆
』
五
〇
・
五
一
頁
参
照
。「
文
化
律
」
の
あ
る
写
本
に
は
「
苦
使
為
牢
居
」
と
い
う
付
札
も
見
え
る
（
橋
本

久
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
十
九
）
―
文
化
律
―
」『
法
学
論
集
』
第
三
三
号
、
一
九
九
四
年
、
一
四
一
頁
）。

(38
)
蝦
名
「
寛
政
律
」
三
八
頁
註
（
三
）、『
弘
前
市
史
』
藩
政
編
・
二
八
六
頁
、
黒
瀧
『
日
本
近
世
の
法
と
民
衆
』
六
四
、
一
六
二
・
一
六
三

頁
、『
新
編
弘
前
市
史
』
通
史
編
⚒
・
六
五
三
頁
参
照
。

(39
)
橋
本
解
題
・
九
頁
に
よ
れ
ば
、
誣
告
条
に
対
応
す
る
「
不
実
之
事
越
訴
状
致
候
者
」
条
（『
藩
法
史
料
集
成
』
二
四
頁
）
が
「
寛
政
律
」
に

見
ら
れ
る
が
、
贖
刑
や
過
料
刑
に
は
換
え
て
い
な
い
。

(40
)
第
一
章
注
（
20
）
拙
稿
参
照
。

(41
)
寛
政
改
革
の
意
見
書
で
あ
る
毛
内
宜
応
の
「
存
寄
書
」
に
は
『
政
談
』
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
（『
新
編
弘
前
市
史
』
通
史
編
⚒
（
近
世

⚑
）
五
〇
八
頁
、
通
史
編
⚓
（
近
世
⚒
）
六
〇
八
頁
参
照
）。
ま
た
、
八
代
藩
主
の
津
軽
信
明
は
『
政
談
』
を
自
ら
筆
写
し
て
い
た
（
通
史
編
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⚓
・
五
七
九
頁
参
照
）。

(42
)
前
掲
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
六
）」
一
六
六
頁
。
な
お
、
第
一
章
注
（
⚖
）
大
竹
論
文
・
一
八
七
頁
で
は
、
幕
府
法
が
高
齢
者
を
特
別
扱
い

し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(43
)
前
掲
「
弘
前
藩
の
刑
法
典
（
十
九
）」
一
四
三
頁
。

(44
)
｢寛
政
律
」
と
大
宝
養
老
律
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
⚒
）
利
光
論
文
・
一
七
五
・
一
七
六
頁
参
照
。
こ
の
ほ
か
「
文
化
律
」
の

運
用
に
お
い
て
は
、「
清
律
」
も
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
黒
瀧
『
日
本
近
世
の
法
と
民
衆
』
一
八
三
頁
以
下
参
照
）。

五

新
発
田
藩
「
新
律
」

（
一
）「
新
律
」
の
概
要

新
発
田
藩
の
「
新
律(⚑
)」

は
、
八
代
藩
主
の
溝
口
直
養
に
よ
り
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
制
定
さ
れ
た
刑
法
典
で
あ
る(⚒
)。「

新
律
」
の

編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
藩
主
自
ら
「
公
事
方
御
定
書
」
や
「
明
律
」、「
唐
律
」
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り(⚓
)、

荻
生

北
渓
の
『
享
保
刊
行
明
律
』（『
官
准
刊
行
明
律
』）
や
、
荻
生
徂
徠
の
『
明
律
国
字
解
』
が
参
照
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る(⚔
)。

｢新
律
」
に
つ
い
て
は
「
明
律
」
の
ほ
か
「
公
事
方
御
定
書
」
の
影
響
も
ま
た
指
摘
さ
れ
て
お
り(⚕
)、「

明
律
」
と
「
御
定
書
」
と
の
折

衷
型
の
刑
法
典
と
い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る(⚖
)。

し
か
し
な
が
ら
、「
唐
律
」
に
基
づ
く
条
文
や(⚗
)、

新
発
田
藩
の
在
地
の
法
令
の
影

響
も
ま
た
指
摘
さ
れ
て
い
る(⚘
)。
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（
二
）「
新
律
」
の
刑
罰
と
「
過
料
」

｢新
律
」
は
『
藩
法
史
料
集
成
』
所
収
の
「
京
大
本(⚙
)」

に
よ
れ
ば
、
律
目
録
・
新
律
御
仕
置
之
名
目
・
新
律
・
新
律
取
扱
之
覚
と
い

う
編
成
を
採
用
し
て
い
る
。

｢新
律
御
仕
置
之
名
目(10
)」

に
お
い
て
は
、
追
込
日
数
（
五
日
・
七
日
・
十
日
・
十
五
日
）
四
段
、
戸
〆
日
数
（
十
日
・
十
五
日
・
二
十
日
・

二
十
五
日
）
四
段
、
手
鎖
日
数
（
七
日
・
十
日
・
十
五
日
・
二
十
日
）
四
段
、
殴
数
（
三
十
・
五
十
・
七
十
・
百
）
四
段
、
追
放
（
一
組
払
・
三

組
払
・
御
領
分
払
・
永
代
御
領
分
払
）
四
段
、
永
牢
、
死
刑
（
死
罪
・
斬
罪
・
獄
門
）
三
段
か
ら
な
る
「
〆
刑
法
七
条
二
十
四
等
」
の
刑
罰

が
示
さ
れ
て
い
る
。

｢名
目
」
の
「
殴
数
」
は
「
杖
罪
」
の
こ
と
で
あ
り
、
後
述
の
過
料
と
併
科
さ
れ
る
場
合
も
あ
る(11
)。

ま
た
「
御
領
分
払
」
に
つ
い
て

は
追
放
刑
制
限
の
た
め
、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
「
徒
罪
規
定
書
」
が
制
定
さ
れ
、
一
年
杖
六
十
・
一
年
半
杖
七
十
・
二
年
杖

八
十
・
二
年
半
杖
九
十
・
三
年
杖
百
の
五
等
か
ら
な
る
「
徒
罪
」
に
換
え
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(12
)。

｢新
律
御
仕
置
之
名
目
」
に
は
、
こ
の
「
刑
法
七
条
二
十
四
等
」
と
は
別
に
「
過
料
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、「
軽
過

料
」（
壱
貫
文
・
二
貫
文
・
三
貫
文
）、「
中
過
料
」（
五
貫
文
・
七
貫
文
）、「
重
過
料
」（
八
貫
文
・
十
貫
文
）
と
な
っ
て
い
る(13
)。

｢過
料
」
の
徴
収
に
あ
た
っ
て
は
、「
新
律
取
扱
之
覚
」
に
、「
過
料
之
義
軽
中
重
三
等
之
内
七
段
に
相
分
居
候
に
付
、
過
料
相
当
之

者
之
身
分
に
応
し
、
軽
過
料
と
有
之
候
て
も
、
三
貫
文
に
て
宜
敷
も
可
有
之
、
壱
貫
文
に
て
宜
敷
も
可
有
之
に
付
、
其
者
身
元
糺
之
上

数
量
相
定
可
申
付
候
事(14
)、」

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
犯
罪
者
の
身
分
に
応
じ
て
金
額
が
上
下
す
る
。

納
入
期
限
に
つ
い
て
は
同
じ
く
「
新
律
取
扱
之
覚
」
に
、「
過
料
銭
取
立
候
日
限
ハ
、
其
員
数
に
よ
り
三
日
ゟ
五
日
迄
之
間
に
取
立

可
申
候
、
尤
遠
組
徃
返
之
日
積
致
可
申
付
事(15
)、」

と
あ
り
、
金
額
に
応
じ
て
三
日
よ
り
五
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
手
鎖
過
料
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戸
〆
等
可
申
付
軽
悪
事
有
之
者
、
吟
味
之
内
六
十
日
以
上
入
牢
致
居
候
も
の
ハ
、
出
牢
之
節
右
咎
可
申
付
候
得
共
、
日
数
入
牢
い
た
し

候
付
、
御
免
之
段
申
渡
別
に
不
及
咎
、
…
…(16
)」

と
あ
り
、
六
〇
日
以
上
入
牢
し
た
者
の
過
料
は
免
除
さ
れ
て
い
る
。

｢新
律
」
に
お
け
る
財
産
刑
は
付
加
刑(17
)を

除
き
、
こ
の
「
過
料
」
の
み
で
あ
り
、「
贖
刑
」
と
い
う
名
称
の
財
産
刑
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
「
過
料
」
は
、
各
則
に
あ
た
る
部
分
を
確
認
す
る
な
ら
ば
、
直
接
適
用
さ
れ
る
条
文
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
基
本
的
に
は
主
刑
と

し
て
科
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
過
料
」
の
額
が
他
の
刑
罰
と
対
応
し
て
い
な
い
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
過
料
」
の
金
額
も
ま

た
「
重
過
料
」
の
十
貫
文
を
最
高
額
と
す
る
な
ど
、「
刑
法
草
書
」
や
「
刑
則
」、「
寛
政
律
」、「
文
化
律
」
等
の
他
の
明
律
系
藩
法
の

贖
額
よ
り
も
低
額
で
あ
り
、
む
し
ろ
重
過
料
と
し
て
十
貫
文
を
規
定
す
る
幕
府
の
「
御
定
書
」
の
過
料
刑
と
同
額
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
新
律
」
の
「
過
料
」
は
基
本
的
に
主
刑
と
し
て
適
用
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
金
額
が
低
額
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い

て
、「
唐
律
」
や
「
明
律
」
と
い
っ
た
中
国
律
に
お
け
る
贖
刑
よ
り
も
、「
御
定
書
」
の
過
料
刑
の
影
響
が
大
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
過
料
」
は
主
刑
と
し
て
科
さ
れ
る
場
合
以
外
に
も
、
律
に
お
い
て
贖
刑
が
科
さ
れ
る
事
例
に
適
用
さ
れ
る
場
合
も

見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
う
し
た
贖
刑
の
代
わ
り
に
過
料
が
科
さ
れ
る
「
新
律
」
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。

（
三
）
贖
刑
と
し
て
の
過
料
刑

｢唐
律
」
や
「
明
律
」
に
お
い
て
収
贖
の
対
象
と
な
る
も
の
の
う
ち
、「
新
律
」
に
お
い
て
「
過
料
」
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
①
高

齢
者
・
幼
年
者
・
障
害
者
の
犯
罪
と
、
②
過
失
殺
傷
の
場
合
だ
け
で
あ
る(18
)。
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①
高
齢
者
・
幼
年
者
・
障
害
者
の
犯
罪

老
小
廃
疾
収
贖
条
に
相
当
す
る
条
文
は
、「
新
律
取
扱
之
覚
」
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
高
齢
者
・
幼
年
者
・
心
身
障
害
者
が
罪
を
犯

し
た
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
刑
罰
を
減
免
し
て
い
る
。「
過
料
」
の
対
象
と
な
る
場
合
だ
け
を
引
用
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一

年
七
十
以
上
之
男
、
六
十
以
上
之
女
、
十
一
以
上
十
五
以
下
之
者
、
幷
片
輪
等
に
て
一
人
立
之
渡
世
成
か
た
き
者
ハ
、
御

料
分
払
以
下
之
罪
を
犯
候
節
ハ
、
御
追
放
不
申
付
、
軽
重
之
過
料
可
申
付
、
八
十
以
上
八
歳
以
上
十
歳
以
下
之
者
、
幷
片

輪
等
に
て
一
切
渡
世
不
相
成
も
の
と
ハ
、
吟
味
之
上
、
逆
罪
又
ハ
人
殺
に
相
違
無
之
、
其
向
ゟ
御
仕
置
付
伺
出
候
共
、
猶

出
席
評
義
申
付
候
上
相
伺
可
申
候
、
尤
盗
致
候
と
人
に
疵
付
候
ハ
、
罪
状
軽
重
之
無
差
別
、
一
同
相
当
之
過
料
申
付
、
右

之
外
軽
犯
罪
有
之
候
共
、
御
咎
方
に
不
及
事
、

附
、
幼
少
幷
一
切
渡
世
難
成
も
の
と
云
へ
と
も
、
父
母
を
殴
候
者
ハ
御
用
捨
難
成
も
の
に
付
、
相
糺
之
上
相
伺
可
申

事(19
)、

本
条
の
幼
年
者
の
処
罰
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
す
で
に
解
説
が
存
在
す
る(20
)。

男
女
で
高
齢
者
の
年
齢
要
件
を
分
け
て
い
る
点
を

除
き
、「
唐
律
」
や
「
明
律
」
と
同
様
の
構
成
を
取
っ
て
お
り
、
収
贖
の
代
わ
り
に
「
軽
重
之
過
料
」
を
科
し
て
い
る
。

②
過
失
殺
傷

戯
殺
誤
殺
過
失
殺
傷
人
条
を
受
け
た
過
失
殺
傷
の
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
闘
殴
」
と
「
人
命
」
の
中
に
分
散
し
て
以
下
の
よ
う
に
規
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定
さ
れ
て
い
る(21
)。

一

過
失
に
て
人
に
疵
付
候
も
の

軽
過
料
、
疵
付
ら
れ
候
人
江
渡
、
疵
重
中
過
料

(闘
殴(22
)）

一

過
失
に
て
人
を
殺
候
も
の

杖
五
十
中
過
料
、
過
料
ハ
死
者
之
家
江
渡
、
若
過
料
出
兼
候
身
分
之
も
の
に
候
者
杖
七
十

(人
命(23
)）

一

過
失
に
て
疵
付
其
疵
に
て
相
手
死
候
も
の

過
失
殺
に
同
断

(人
命(24
)）

幕
府
の
「
御
定
書
」
で
は
傷
の
程
度
に
関
わ
ら
ず
銀
一
枚
で
あ
る
か
ら(25
)、

傷
の
程
度
に
応
じ
て
過
料
額
を
上
下
さ
せ
る
の
は
「
新

律
」
の
特
徴
と
言
え
、
傷
の
程
度
に
応
じ
た
刑
罰
を
贖
刑
に
換
え
る
中
国
律
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
。
過
失
殺
の
場
合
に
お
い
て
は

杖
五
十
と
中
過
料
が
併
科
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
杖
刑
と
過
料
（
贖
）
の
併
科
は
他
に
例
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
過
料
を
納
入

で
き
な
い
身
分
の
者
に
は
、
過
料
に
代
え
て
杖
二
十
を
加
え
て
杖
七
十
を
科
す
と
し
て
い
る
。「
過
料
」
が
被
害
者
や
被
害
者
の
家
に

給
付
さ
れ
る
こ
と
も
ま
た
、
中
国
律
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
「
新
律
取
扱
之
覚
」
に
は
、「
明
律
」
の
犯
罪
存
留
養
親
条
や
婦
人
犯
罪
条
と
対
応
す
る
条
文
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る(26
)。

し
か
し
な
が
ら
「
明
律
」
と
は
異
な
り
「
新
律
」
は
、
こ
れ
ら
の
条
文
に
お
い
て
過
料
（
贖
）
を
用
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
な
い
。

前
者
で
は
老
年
者
の
子
や
孫
の
追
放
に
つ
い
て
「
伺
之
上
御
追
放
ハ
不
申
付
、
外
に
御
仕
置
付
取
斗
可
申
事(27
)、」

と
し
て
お
り
、
後
者

で
は
女
性
が
追
放
に
当
た
る
罪
を
犯
し
た
と
し
て
も
「
一
人
立
候
て
ハ
御
追
放
見
合
可
申
事(28
)、」

と
だ
け
規
定
す
る
。
ま
た
、「
徒
罪
規
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定
書
」
に
は
女
性
の
収
容
に
関
す
る
規
定
が
存
在
す
る
た
め
、
女
性
に
も
徒
罪
を
科
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る(29
)。

（
四
）
小

括

｢新
律
」
に
は
「
贖
」
と
い
う
名
称
の
財
産
刑
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、「
過
料
」
を
「
唐
律
」
や
「
明
律
」
の
贖
刑
と
同
様
に
用
い

る
場
合
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
高
齢
者
・
幼
年
者
・
心
身
障
害
者
の
犯
罪
の
場
合
は
、
実
刑
の
代
わ
り
に
過
料
を
徴
収
し
て

お
り
、
②
過
失
殺
傷
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
過
料
を
徴
収
し
て
被
害
者
側
へ
給
付
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
新
律
」
は
基
本
的
に
は
過
料
刑
を
採
用
し
つ
つ
も
、
一
部
で
そ
れ
を
贖
刑
と
し
て
も
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
発

田
藩
の
「
過
料
」
刑
制
度
は
、
主
刑
で
あ
る
過
料
刑
と
贖
刑
の
折
衷
と
し
て
評
価
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

(⚑
)
｢新
律
」
に
関
し
て
、
小
早
川
論
文
・
五
五
～
五
九
頁
、
小
村
弌
編
『
大
郷
村
誌
』（
大
郷
村
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
五
六
年
）
一
〇
二
～

一
〇
四
頁
、
藤
井
重
雄
「
唐
明
律
と
藩
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
―
―
新
発
田
藩
に
於
け
る
―
―
」（『
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
七
巻
第

一
号
、
人
文
・
社
会
科
学
編
、
一
九
六
五
年
）、
同
「
異
学
の
禁
に
つ
い
て
―
―
新
発
田
藩
に
於
け
る
―
―
」（
同
・
第
五
巻
第
一
号
、
一
九

六
三
年
）
一
二
七
頁
以
下
、
小
林
弌
「
新
発
田
藩
法
令
史
覚
書
」（
新
発
田
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
発
田
藩
史
料
』
第
三
巻
、
藩
政
篇

〔『
新
発
田
市
史
資
料
』
第
三
巻
〕
新
発
田
市
史
刊
行
事
務
局
、
一
九
六
六
年
。
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
復
刊
）、
林
紀
昭
「
新
発
田
藩
解

題
」（『
藩
法
史
料
集
成
』）
を
参
照
。

(⚒
)
藤
井
「
唐
明
律
と
藩
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
六
一
頁
参
照
。

(⚓
)
同
・
六
一
～
六
四
頁
参
照
。

(⚔
)
同
・
六
三
頁
参
照
。

(⚕
)
小
早
川
論
文
・
五
六
頁
、『
藩
法
史
料
集
成
』
林
解
題
・
四
二
～
四
四
頁
参
照
。
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(⚖
)
藩
法
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
注
（
⚒
）
参
照
。

(⚗
)
藤
井
「
唐
明
律
と
藩
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
六
六
頁
参
照
。
ま
た
「
新
律
」
と
「
唐
律
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
第
四
章
注
（
⚒
）
林

論
文
・
五
六
・
五
七
頁
参
照
。

(⚘
)
林
解
題
・
四
二
～
四
四
頁
参
照
。

(⚙
)
｢新
律
」
は
『
藩
法
史
料
集
成
』
所
収
の
「
京
大
本
」
に
よ
る
。
他
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
林
解
題
・
三
〇
頁
参
照
。

(10
)
『藩
法
史
料
集
成
』
一
六
〇
頁
。

(11
)
第
二
章
注
（
⚔
）
高
塩
「
熊
本
藩
刑
法
の
一
斑
―
―
笞
刑
に
つ
い
て
―
―
」
七
九
・
八
〇
頁
参
照
。

(12
)
『藩
法
史
料
集
成
』
一
八
一
・
一
八
二
頁
。
新
発
田
藩
の
「
徒
罪
」
に
つ
い
て
は
、
林
解
題
・
四
四
頁
以
下
参
照
。

(13
)
『藩
法
史
料
集
成
』
一
六
〇
頁
。

(14
)
『藩
法
史
料
集
成
』
一
七
八
頁
。

(15
)
同
右
。

(16
)
同
右
。

(17
)
追
放
刑
に
は
田
畑
家
屋
敷
や
家
財
の
没
収
が
付
加
さ
れ
て
い
る
（『
藩
法
史
料
集
成
』
一
七
七
頁
）。

(18
)
こ
れ
ら
「
新
律
」
の
条
文
と
「
明
律
」
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
早
川
論
文
・
五
六
・
五
七
頁
、
藤
井
「
唐
明
律
と
藩
法
と
の
関

係
に
つ
い
て
」
六
五
頁
以
下
参
照
。
林
解
題
・
四
四
頁
も
過
失
・
責
任
能
力
に
「
明
律
」
を
利
用
し
て
い
る
と
す
る
。

(19
)
『藩
法
史
料
集
成
』
一
七
八
頁
。

(20
)
第
一
章
注
（
⚖
）
古
城
『
米
沢
藩
刑
法
』
四
二
一
頁
参
照
。『
大
郷
村
誌
』
一
〇
三
頁
、
藤
井
「
唐
明
律
と
藩
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
六

六
頁
も
「
新
律
」
の
責
任
能
力
規
定
に
つ
い
て
触
れ
る
。
小
早
川
論
文
・
五
六
・
五
七
頁
で
は
「
明
律
」
の
参
照
例
と
し
て
当
該
条
文
が
示

さ
れ
て
い
る
。

(21
)
｢過
失
殺
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
「
人
命
」
の
最
後
に
規
定
さ
れ
て
い
る
（『
藩
法
史
料
集
成
』
一
七
四
・
一
七
五
頁
）。
こ
の
「
過
失
殺
」

の
解
釈
に
は
『
明
律
国
字
解
』
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
藤
井
「
唐
明
律
と
藩
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
六
三
頁
参
照
）。

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）
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(22
)
『藩
法
史
料
集
成
』
一
七
一
頁
。

(23
)
『藩
法
史
料
集
成
』
一
七
四
頁
。

(24
)
同
右
。

(25
)
第
二
章
注
（
29
）
参
照
。

(26
)
藤
井
「
唐
明
律
と
藩
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
六
五
頁
参
照
。

(27
)
『藩
法
史
料
集
成
』
一
七
九
頁
。

(28
)
同
右
。

(29
)
前
掲
注
（
12
）、
第
三
章
注
（
⚒
）
高
塩
「
会
津
藩
「
刑
則
」
と
そ
の
刑
罰
」
七
一
頁
参
照
。

六

和
歌
山
藩
「
国
律
」

（
一
）「
国
律
」
の
概
要

和
歌
山
藩
の
「
国
律(⚑
)」

は
、
享
和
期
以
降
（
一
八
〇
一
～
）
の
制
定
と
考
え
ら
れ
て
い
る
明
律
系
藩
法
で
あ
り(⚒
)、

追
加
法
典
に
は
後

年
に
制
定
さ
れ
た
「
国
律
補
助
」
と
「
刑
法
細
則
」
が
存
在
す
る(⚓
)。「

国
律
」
に
は
「
明
律
」
の
ほ
か
に
も
「
公
事
方
御
定
書
」
に
依

拠
し
た
条
文
が
確
認
さ
れ
て
お
り(⚔
)、

こ
う
し
た
点
か
ら
「
国
律
」
を
純
粋
な
明
律
系
藩
法
で
は
な
く
、「
御
定
書
」
と
の
「
折
衷
型
」

（
混
合
型
）
に
位
置
付
け
る
見
解
も
存
在
す
る(⚕
)。
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（
二
）「
国
律
」
の
「
贖
刑
」

｢国
律
」
の
名
例
律
の
冒
頭
に
は
、「
官
刑
七
等
」、「
放
刑
八
等
」、「
死
刑
五
等
」
と
並
ん
で
、
以
下
の
よ
う
に
「
贖
刑
九
等
」
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

一

贖
刑
九
等

過
料
な
り

銀
壱
枚

金
弐
歩

同
壱
歩

銭
壱
貫
文

同
七
百
文

同
五
百
文

同
三
百
文

同
弐
百
文

同
百

文(⚖
)

こ
の
「
贖
刑
九
等
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
「
刑
法
草
書
」
に
関
す
る
八
重
津
論
文
に
お
い
て
、「
こ
の
場
合
、
本
来
の
贖
刑
で
は

な
く
「
過
料
ナ
リ
」
と
註
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
一
種
の
罰
金
刑
で
あ
る(⚗
)」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
八
重
津
氏
は
中
国
法
史
上
に
お
け
る

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）
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「
贖
刑
」
と
「
贖
罪
」
と
の
区
別
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り(⚘
)、「

贖
刑
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

｢贖
刑
」
と
は
、
犯
罪
人
の
身
分
や
能
力
な
ど
が
一
定
の
要
件
を
具
備
す
る
と
き
、
そ
の
犯
罪
行
為
に
対
し
て
本
来
科
せ
ら
る
べ

き
（
た
と
え
ば
生
命
刑
や
自
由
刑
の
如
き
）
刑
罰
を
、
金
品
を
出
す
こ
と
に
よ
つ
て
あ
が
な
わ
し
め
る
―
―
す
な
わ
ち
そ
の
よ
う
な

刑
罰
が
実
際
に
科
せ
ら
れ
る
こ
と
を
免
れ
し
め
る
―
―
と
い
う
措
置
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
犯
罪
そ
の
も
の
を
あ
が
な
う
「
贖

罪
」（
＝
罰
金
刑
）
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
両
者
と
も
金
品
を
出
さ
し
め
て
犯
罪
人
の
責
任
を

問
う
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
が
、
そ
の
あ
が
な
う
対
象
の
相
異
に
着
目
し
て
両
者
を
区
別
す
る
の
で
あ
る(⚙
)。

そ
し
て
、「
贖
刑
」
は
「
五
刑
」
を
あ
が
な
う
も
の
さ
れ
る(10
)。

以
上
の
八
重
津
氏
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
国
律
」
の
「
贖
刑
」
を
含
め
、

「
御
定
書
」
の
「
過
料
」
や
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
諸
藩
の
過
料
刑
は
、「
贖
罪
」（
＝
罰
金
刑
）
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。「
国
律
」
の
「
贖
刑
」
が
、
換
刑
で
あ
る
贖
刑
で
は
な
く
、
罰
金
刑
で
あ
る
過
料
刑
で
あ
る
こ
と
は
、
先
の
「
贖
刑
九
等
」

の
規
定
が
示
す
よ
う
に
、「
贖
刑
九
等
」
が
そ
れ
以
外
の
刑
罰
と
対
応
し
て
い
な
い
と
い
う
点
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
各
則
に
お
い
て
も
「
明
律
」
に
準
じ
た
贖
刑
適
用
を
想
定
し
た
規
定
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
例
と
し
て
、
名
例

律
「
老
幼
篤
疾
者
宥
刑
」
条
を
確
認
す
る
と
、「
三
赦
の
内
ニ
あ
る
通
り
に
て
七
十
以
上
十
五
以
下
ハ
十
悪
等
の
罪
を
犯
す
ハ
格
別
、

其
余
ハ
一
等
も
二
等
も
軽
く
咎
む
へ
し
、
…
…(11
)」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
老
幼
年
者
等
は
、
本
稿
で
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き

た
他
の
明
律
系
藩
法
に
お
い
て
は
、
必
ず
贖
刑
あ
る
い
は
過
料
刑
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
国
律
」
は
老
幼
廃
疾
者
の
罪
を

減
軽
す
る
と
い
う
場
合
に
お
い
て
も
、
贖
刑
や
過
料
刑
と
い
う
方
法
を
採
用
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
怪
我
」
に
よ
る
殺
傷

四
六

立
命
館
法
学

二
〇
二
一
年
二
号
（
三
九
六
号
）

509 ( 991 )



の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
贖
刑
や
過
料
刑
で
は
な
く
追
放
刑
を
科
し
て
い
る(12
)。

追
加
法
典
で
あ
る
「
国
律
補
助
」
や
「
刑
法
細
則
」
等
を
確
認
し
て
も
、「
明
律
」
に
お
い
て
収
贖
と
さ
れ
て
い
た
犯
罪
に
対
し
て

財
産
刑
を
科
す
と
い
う
規
定
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。「
国
律
」
の
各
則
の
条
文
を
確
認
し
て
も
、
他
の
刑
罰
を
換
え
る
も
の
で

は
な
く
、「
過
料
」
と
い
う
名
称
で
主
刑
と
し
て
科
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る(13
)。

こ
の
よ
う
に
「
国
律
」
が
贖
刑
制
度
を
採
用
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（
三
）
幕
府
の
過
料
刑
と
の
関
係

な
お
、
小
早
川
論
文
に
お
い
て
、
幕
府
の
過
料
刑
と
贖
刑
と
の
関
係
に
関
し
て
、「
国
律
」
の
記
述
に
言
及
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で

触
れ
て
お
き
た
い
。
同
論
文
で
は
、
幕
府
の
過
料
刑
が
「
明
律
」
の
「
贖
銅
制
」
に
示
唆
を
受
け
て
採
用
さ
れ
た
刑
罰
で
あ
る
と
い
う

説
を
論
証
す
る
過
程
で
、
以
下
の
よ
う
に
「
国
律
」
の
記
述
を
援
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

此
処
に
此
の
傍
証
と
な
り
得
る
一
は
後
述
す
る
和
歌
山
藩
国
律
の
人
命
律
中
に
「
喧
嘩
其
外
ニ
而
人
ニ
疵
附
者
公
裁
ニ
而
ハ
療
治

代
銀
壱
枚
為
出
候
御
定
ニ
有
之
候
得
共
、
右
ニ
而
ハ
富
者
者
懲
申
間
敷
候
付
、
旧
例
之
通
ニ
而
可
然
奉
存
候
、
尤
公
裁
モ
律
よ
り

出
候
儀
ニ
御
座
候
。」
と
述
べ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
此
の
「
律
」
は
後
考
す
る
様
に
、
明
白
に
明
律
を
指
称
し
た
か
ら
、
当
時
に

在
り
て
は
幕
府
法
上
の
過
料
刑
の
採
用
は
明
律
の
影
響
で
あ
る
と
、
一
部
に
於
て
、
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
事
を
判
然
と
せ
し
む
る(14
)。

こ
れ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
国
律
」
の
記
述
（
傍
線
部
、
筆
者
に
よ
る
。）
は
、
人
命
律
の
「
御
扶
持
人
等
口
論
又
は
酒
狂
ニ
て
人
に

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）
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傷
ケ
候
者

御
扶
持
放
シ
又
ハ
御
城
下
追
放

但
御
日
柄
を
不
弁
及
刃
傷
候
得
は
十
里
外
追
放(15
)」

と
い
う
条
文
に
朱
書
で
付
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

思
う
に
こ
の
「
国
律
」
の
記
述
は
過
料
刑
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
小
早
川
論
文
に
は
「
国
律
」
に
現
れ
る
「
公
裁
」
の
語
は

「
公
事
方
御
定
書
」
を
意
味
す
る
と
の
指
摘
が
あ
り(16
)、

こ
の
「
国
律
」
の
記
述
が
、「
御
定
書
」
に
規
定
さ
れ
た
制
度
を
指
し
て
い
る
と

の
推
察
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
公
裁
」
の
内
容
か
ら
察
す
る
に
、
こ
れ
は
「
御
定
書
」
に
お

け
る
、
単
純
な
傷
害
事
件
の
場
合
に
「
療
治
代
」
と
し
て
銀
一
枚
を
差
し
出
さ
せ
る
制
度(17
)の

こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

｢御
定
書
」
の
療
治
代
の
制
度
に
つ
い
て
は
、「
明
律
」
の
過
失
殺
傷
の
場
合
の
収
贖
や
、
致
死
事
件
に
お
け
る
「
埋
葬
銀
」
の
制

度(18
)と

の
関
連
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う(19
)。

こ
の
「
国
律
」
の
記
述
の
執
筆
者
は
、
こ
う
し
た
「
明
律
」
の
損
害
賠
償
規
定
と
「
御

定
書
」
の
療
治
代
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
損
害
賠
償
で
あ
っ
て
、
罰

金
刑
で
あ
る
過
料
刑
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
御
定
書
」
の
当
該
規
定
に
も
「
過
料
」
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な

い
。
少
な
く
と
も
こ
の
「
国
律
」
の
記
述
を
、
幕
府
の
過
料
刑
に
対
す
る
「
明
律
」
の
影
響
を
肯
定
す
る
傍
証
と
し
て
用
い
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
傍
線
部
の
記
述
で
注
目
す
べ
き
は
、
療
治
代
の
制
度
へ
の
反
対
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
富
者
者

懲
申
間
敷
候
」
と
し
て
、
富
者
に
対
す
る
予
防
効
果
の
不
足
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
条
の
罪
に
療
治
代
の
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
に
反

対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
公
平
性
の
観
点
か
ら
財
産
刑
に
反
対
す
る
見
解
は
他
に
も
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
和
歌
山
藩

の
儒
学
者
の
榊
原
篁
洲
（
一
六
五
六
～
一
七
〇
六
）
は
明
律
注
釈
書
の
『
大
明
律
例
諺
解
』
に
お
い
て
、
贖
刑
が
貧
富
に
よ
っ
て
平
等
に

作
用
し
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
た(20
)。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
篁
洲
の
贖
刑
に
対
す
る
態
度
は
、
幕
府
に
お
け
る
贖
刑
の
不
採
用
に
も
影
響
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を
与
え
た
と
さ
れ
る(21
)。

こ
の
「
国
律
」
の
記
述
が
篁
洲
の
意
見
に
由
来
す
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
財
産
刑
に
対
す
る
態

度
は
、「
国
律
」
の
贖
刑
不
採
用
に
も
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
四
）
小

括

こ
の
よ
う
に
「
国
律
」
は
名
例
律
に
「
贖
刑
」
と
い
う
刑
罰
を
有
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
主
刑
と
し
て
科
さ
れ
る
過
料
刑
で
あ
り
、

新
発
田
藩
の
「
新
律
」
の
よ
う
に
、
律
に
お
い
て
贖
刑
が
科
さ
れ
る
場
合
に
過
料
を
科
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。
武
藤
和
夫
氏
は
「
国

律
」
の
構
成
に
つ
い
て
は
「
唐
律
」
や
「
明
律
」
と
類
似
し
て
い
る
と
し
つ
つ
も(22
)、

刑
罰
に
つ
い
て
は
「
紀
州
領
の
国
律
に
定
め
る
よ

う
な
鋸
挽
・
磔
・
獄
門
・
火
罪
・
斬
罪
・
梟
首
・
切
腹
・
入
墨
・
剃
髪
刑
・
改
易
追
放
・
差
控
・
閉
門
・
闕
所
・
過
料
・
呵
な
ど
多
数

の
刑
の
種
類
は
、
中
国
の
律
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
純
日
本
的
な
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
は
従
前
か
ら
紀
州
領
で
採
用
し
て
い
た

も
の
も
あ
る
が
、
…
…
幕
府
刑
法
か
ら
学
ん
だ
も
の
も
多
い
の
で
あ
る(23
)。」

と
論
じ
ら
れ
る
。「
国
律
」
は
財
産
刑
に
お
い
て
も
中
国
律

の
贖
刑
で
は
な
く
、
日
本
固
有
の
過
料
刑
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

｢国
律
」
に
つ
い
て
は
、
笞
杖
刑
や
徒
刑
の
不
採
用
も
ま
た
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
般
予
防
主
義
的
性
格
の
強
さ
が
指
摘
さ
れ

て
い
る(24
)。

贖
刑
の
不
存
在
も
ま
た
、
こ
う
し
た
「
国
律
」
の
性
格
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
律
系
藩
法
と
し

て
特
異
な
法
典
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

(⚑
)
｢国
律
」
に
関
し
て
、
小
早
川
論
文
・
三
九
～
五
一
頁
、
堀
内
信
編
『
南
紀
徳
川
史
』
巻
之
百
七
十
（
第
十
七
冊
、
南
紀
徳
川
史
刊
行
会
、

一
九
三
三
年
）
一
〇
三
一
～
一
〇
四
二
頁
、
武
藤
和
夫
「
三
重
県
に
お
け
る
紀
州
領
の
刑
法
」（
一
）（
二
）（『
三
重
法
経
』
第
一
六
号
・
第

一
七
号
、
一
九
六
五
年
・
一
九
六
六
年
）、
辻
本
弘
明
「
和
歌
山
藩
解
題
」（『
藩
法
史
料
集
成
』）、
安
竹
貴
彦
「
紀
州
藩
の
生
命
刑
と
牢
番
頭
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―
―
「
国
律
」
成
立
以
前
を
中
心
に
―
―
」（『
部
落
問
題
研
究
』
二
〇
一
号
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

｢国
律
」
の
翻
刻
に
は
、
手
塚
豊
「
和
歌
山
藩
国
律
―
―
村
田
本
―
―
」（
第
三
章
注
（
⚑
）『
明
治
刑
法
史
の
研
究
（
中
）』、
初
出
『
法
学

研
究
』
第
二
六
巻
第
六
号
、
一
九
五
三
年
）
に
お
け
る
「
村
田
本
」
と
、『
藩
法
史
料
集
成
』
所
収
の
「
京
大
三
浦
本
」
が
存
在
す
る
。

(⚒
)
小
早
川
論
文
・
三
九
～
四
二
頁
参
照
。
ま
た
、『
藩
法
史
料
集
成
』
の
辻
本
解
題
で
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
接
近
し
た
時
期
と
し

て
い
る
（
六
五
・
六
六
頁
参
照
）。

(⚓
)
前
掲
『
南
紀
徳
川
史
』
巻
之
百
七
十
所
収
。

(⚔
)
小
早
川
論
文
・
四
四
・
四
五
頁
参
照
。

(⚕
)
手
塚
豊
「
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
―
―
「
徒
刑
之
法
」
お
よ
び
「
刑
法
内
則
」
を
中
心
と
し
て
―
―
」（『
明
治
刑
法
史
の
研
究

（
中
）』、
初
出
『
法
学
研
究
』
第
二
五
巻
第
三
号
、
一
九
五
二
年
）
一
一
九
頁
、
同
書
所
収
前
掲
「
会
津
藩
「
刑
則
」
考
」
二
八
九
頁
（
⚕
）

参
照
。
ま
た
、
第
一
章
注
（
⚒
）
参
照
。

(⚖
)
『藩
法
史
料
集
成
』
二
四
四
頁
。

(⚗
)
第
二
章
注
（
19
）
八
重
津
論
文
・
七
八
頁
。

(⚘
)
八
重
津
洋
平
「
漢
代
贖
刑
考
」（『
法
と
政
治
』
第
一
〇
巻
第
四
号
、
一
九
五
九
年
）
一
一
八
・
一
一
九
頁
、
同
「
魏
晋
南
北
朝
の
贖
刑
制

度
」（
同
・
第
一
四
巻
第
四
号
、
一
九
六
四
年
）
二
六
～
三
〇
頁
参
照
。

(⚙
)
前
掲
「
魏
晋
南
北
朝
の
贖
刑
制
度
」
二
七
頁
。

(10
)
同
・
二
八
頁
参
照
。

(11
)
『藩
法
史
料
集
成
』
二
四
五
頁
。
ま
た
、
第
一
章
注
（
⚖
）
古
城
『
米
沢
藩
刑
法
』
四
一
九
・
四
二
〇
頁
参
照
。

(12
)
『藩
法
史
料
集
成
』
二
六
五
頁
。

(13
)
武
藤
前
掲
論
文
（
一
）
に
お
い
て
は
、「
贖
刑
九
等
」
の
規
定
に
も
触
れ
る
が
「
過
料
」
と
し
て
説
明
を
行
っ
て
お
り
、
各
則
中
の
「
過

料
」
を
科
す
条
文
を
示
し
て
い
る
（
一
〇
一
頁
参
照
）。

(14
)
小
早
川
論
文
・
三
二
頁
。
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(15
)
『藩
法
史
料
集
成
』
二
六
七
頁
。

(16
)
小
早
川
論
文
・
四
四
頁
参
照
。

(17
)
第
二
章
注
（
29
）（
30
）
参
照
。

(18
)
内
田
智
雄
「
焼
埋
銀
と
埋
葬
銀
―
―
元
、
明
、
清
刑
罰
史
の
一
側
面
―
―
」（『
同
志
社
法
学
』
第
三
九
巻
第
三
・
四
号
、
一
九
八
七
年
）

一
六
頁
以
下
参
照
。

(19
)
高
塩
博
「「
公
事
方
御
定
書
」
の
法
体
系
と
律
令
法
―
―
徳
川
吉
宗
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
―
―
」（
第
一
章
注
（
⚔
）
高
塩
『
江
戸
幕
府
法

の
基
礎
的
研
究
《
論
考
篇
》』、
初
出
『
国
史
学
』
第
二
一
六
号
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
、「
明
律
」
に
淵
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
御
定

書
」
の
規
定
と
し
て
、「
被
害
者
救
済
の
た
め
に
加
害
者
に
医
療
費
を
拠
出
さ
せ
る
規
定
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
三
九
八
頁
）。

(20
)
第
一
章
注
（
22
）
小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
七
二
頁
参
照
。

(21
)
同
・
八
四
頁
参
照
。

(22
)
武
藤
前
掲
論
文
（
二
）
三
六
頁
参
照
。

(23
)
同
・
三
七
頁
。

(24
)
安
竹
前
掲
論
文
・
六
五
～
六
七
、
八
〇
・
八
一
頁
参
照
。

七

お
わ
り
に

⑴

明
律
系
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
制
度
の
概
観

本
論
に
お
い
て
は
今
日
知
ら
れ
て
い
る
五
つ
の
明
律
系
藩
法
を
取
り
上
げ
、
そ
の
贖
刑
規
定
に
つ
い
て
網
羅
的
に
検
討
を
行
っ
た
。

本
論
に
お
い
て
確
認
し
た
事
実
を
改
め
て
明
律
系
藩
法
ご
と
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
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⑴
熊
本
藩
「
刑
法
草
書
」
は
、「
明
律
」
を
中
心
に
、
他
の
律
の
要
素
も
取
り
入
れ
、
相
当
程
度
体
系
的
か
つ
精
緻
な
贖
刑
制
度
を

備
え
て
い
た
。「
刑
法
草
書
」
は
制
定
当
初
の
も
の
か
ら
草
案
を
も
含
め
、
一
貫
し
て
贖
刑
制
度
を
有
し
て
い
た
が
、
宝
暦
十
一
年
施

行
の
「
刑
法
草
書
」
を
例
に
す
れ
ば
、
そ
の
対
象
は
武
士
等
の
犯
罪
、
高
齢
者
・
幼
年
者
の
犯
罪
、
過
失
殺
傷
の
場
合
の
収
贖
で
あ
っ

た
。「
刑
法
草
書
」
の
贖
刑
制
度
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
制
定
後
、
後
年
に
至
っ
て
も
実
情
に
合
わ
せ
て
「
例
」
と
い
う
形
で
、

適
用
対
象
の
拡
張
と
い
っ
た
修
正
や
改
善
を
図
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
の
「
例
」
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
制
度
と
し
て
は
、
贖
を
納
入

で
き
な
い
場
合
に
労
役
に
よ
り
代
替
す
る
制
度
が
存
し
た
。

⑵
会
津
藩
の
「
刑
則
」
は
、
高
齢
者
・
幼
年
者
・
障
害
者
等
の
犯
罪
に
贖
刑
を
適
用
す
る
ほ
か
に
、「
願
」
に
よ
っ
て
一
部
の
笞
杖

刑
と
徒
刑
に
も
贖
刑
の
適
用
を
許
し
て
い
た
。
後
者
の
場
合
に
お
い
て
は
、
贖
を
納
入
で
き
な
い
際
は
、
そ
の
ま
ま
実
刑
が
執
行
さ
れ

る
の
で
は
あ
る
が
、
高
齢
者
等
の
場
合
に
つ
い
て
は
贖
の
納
入
が
困
難
で
あ
っ
て
も
実
刑
を
科
さ
な
い
な
ど
配
慮
が
見
ら
れ
た
。

⑶
弘
前
藩
の
「
寛
政
律
」
は
、
高
齢
者
・
幼
年
者
・
障
害
者
等
の
犯
罪
、
女
性
の
犯
罪
、
過
失
殺
傷
の
場
合
に
贖
刑
を
認
め
て
い

た
。
こ
れ
ら
は
「
文
化
律
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
贖
を
納
入
で
き
な
い
場
合
に
、
労
役
に
よ
っ
て
代
替
す
る
制
度
を

備
え
て
い
た
。

⑷
新
発
田
藩
の
「
新
律
」
は
、「
贖
刑
」
と
い
う
名
称
の
刑
罰
を
有
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
過
料
」
刑
を
高
齢
者
・
幼

年
者
・
障
害
者
等
の
犯
罪
や
、
過
失
殺
傷
の
場
合
に
適
用
す
る
な
ど
、
贖
刑
的
に
運
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。

⑸
和
歌
山
藩
の
「
国
律
」
は
、「
贖
刑
」
と
い
う
名
称
の
刑
罰
を
定
め
な
が
ら
、
そ
の
実
態
は
過
料
刑
で
あ
り
、
贖
刑
制
度
を
設
け

て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
五
つ
の
明
律
系
藩
法
の
う
ち
、
和
歌
山
藩
の
「
国
律
」
を
除
い
た
四
つ
の
藩
法
が
、
贖
刑
あ
る
い
は
、
贖
刑
的
な
刑
罰
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制
度
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
上
記
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
個
別
に
知
ら
れ
て
い
た
制
度
も
少
な
く

な
い
の
で
は
あ
る
が
、
本
論
に
お
い
て
は
「
贖
刑
制
度
」
と
い
う
観
点
で
整
理
す
る
と
と
も
に
、
明
代
贖
刑
制
度
と
の
比
較
や
、
過
料

刑
と
の
区
別
、
明
律
注
釈
書
と
の
関
係
と
い
っ
た
論
点
か
ら
新
た
に
考
察
を
試
み
た
。

明
代
贖
刑
制
度
と
の
比
較
と
い
う
点
で
は
、
こ
れ
ら
の
明
律
系
藩
法
は
、
高
齢
者
・
幼
年
者
・
障
害
者
等
の
犯
罪
や
、
過
失
殺
傷
の

場
合
の
も
の
な
ど
、「
律
贖
」
に
あ
た
る
も
の
か
ら
多
く
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
転
じ
て
「
例
贖
」
に
つ

い
て
は
、
会
津
藩
「
刑
則
」
の
「
願
」
に
よ
る
贖
刑
に
は
こ
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ

と
も
労
役
に
よ
っ
て
贖
刑
を
代
替
す
る
制
度
は
熊
本
藩
や
会
津
藩
、
弘
前
藩
等
の
複
数
の
藩
に
存
在
し
て
お
り
、
贖
刑
の
労
役
に
よ
る

代
替
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
做
工
」
等
の
「
例
贖
」
上
の
制
度
の
影
響
が
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
過
料
刑
と
贖
刑
と
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。「
過
料
」
と
い
う
名
称
の
刑
罰
は
、
い
ず
れ
の
藩
に
お
い
て
も
設

け
ら
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
そ
の
性
格
や
、
贖
刑
と
の
関
係
は
藩
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
。
熊
本
藩
は
法
典
に
お
い
て
は
過
料
刑
を
設

け
て
い
な
か
っ
た
が
、
町
方
・
郡
方
で
は
過
料
刑
を
科
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
両
者
は
運
用
に
お
い
て
明
確
に
区
別
さ
れ

て
い
た
。
会
津
藩
も
ま
た
法
典
に
お
い
て
は
過
料
刑
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
追
加
の
法
令
に
よ
り
過
料
刑
を
科
し
て
い
た
。
弘
前

藩
で
は
法
典
上
に
お
い
て
も
贖
刑
と
過
料
刑
が
併
存
し
て
お
り
、
贖
刑
も
ま
た
過
料
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
し
て
新
発
田
藩
で
は
法
典

に
過
料
刑
の
み
を
設
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
贖
刑
的
に
適
用
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
和
歌
山
藩
で
は
「
贖
刑
」
と
い
う
名
称

の
過
料
刑
の
み
を
設
け
て
い
た
。

主
刑
と
し
て
科
さ
れ
る
過
料
刑
は
、
和
歌
山
藩
「
国
律
」
の
「
贖
刑
」
に
つ
い
て
八
重
津
洋
平
氏
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
換
刑

で
あ
る
贖
刑
と
は
異
な
り
罰
金
刑
に
あ
た
る
も
の
で(⚑
)、

日
本
固
有
の
財
産
刑
と
み
ら
れ
て
い
る(⚒
)。

こ
れ
は
後
掲
の
小
林
宏
氏
の
指
摘
に
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よ
れ
ば
、
幕
府
法
上
の
過
料
刑
に
お
い
て
も
然
り
で
あ
る
。
明
律
系
藩
法
を
制
定
し
た
諸
藩
は
、
こ
う
し
た
日
本
固
有
の
財
産
刑
と
中

国
法
由
来
の
贖
刑
と
を
併
存
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
律
系
藩
法
に
及
ぼ
し
た
影
響
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
近
世
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
明
律
注
釈
書
と
の
関
係
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

荻
生
北
渓
の
『
官
准
刊
行
明
律
』
等
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
贖
刑
表
に
倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
表
が
、
熊
本
藩
の
「
刑
法
草
書
」
の
第
一
次

草
案
や
会
津
藩
の
「
刑
則
」
に
存
し
た
こ
と
や
、
両
藩
の
法
典
以
外
の
史
料
に
お
い
て
贖
刑
に
関
わ
る
条
例
が
『
大
明
律
例
訳
義
』
か

ら
引
用
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
は
、
こ
れ
ら
明
律
注
釈
書
の
影
響
の
一
例
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

加
え
て
荻
生
徂
徠
の
『
明
律
国
字
解
』
や
、
高
瀬
学
山
の
『
大
明
律
例
訳
義
』
は
、
い
ず
れ
も
明
代
贖
刑
に
つ
い
て
正
確
な
記
述
を

載
せ
る
注
釈
書
で
あ
り
、
特
に
『
訳
義
』
に
は
学
山
に
よ
る
贖
刑
を
肯
定
す
る
論
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
熊
本
藩
や
会
津
藩
に
つ
い
て

は
『
大
明
律
例
訳
義
』
を
参
照
し
た
こ
と
が
明
白
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
諸
藩
が
刑
法
典
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
訳
義
』

等
に
載
せ
ら
れ
た
贖
刑
論
を
参
照
し
、
自
藩
の
法
典
に
贖
刑
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

明
律
系
藩
法
の
贖
刑
制
度
は
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
た
も
の
に
お
い
て
は
、
母
法
た
る
明
代
贖
刑
制
度
を
取
捨
選
択
の
上
で
、
あ
る
い

は
固
有
の
財
産
刑
で
あ
る
過
料
刑
と
の
折
衷
に
よ
り
立
法
し
て
い
た
。
従
来
、
明
律
系
藩
法
の
刑
罰
制
度
と
し
て
は
、
徒
刑
制
度
や
笞

杖
刑
が
注
目
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
贖
刑
制
度
も
ま
た
、
明
律
系
藩
法
を
特
徴
づ
け
る
刑
罰
制
度
と
し
て
認
識
さ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑵

贖
刑
導
入
の
背
景
と
目
的

最
後
に
、
多
く
の
明
律
系
藩
法
が
贖
刑
制
度
を
導
入
し
た
背
景
や
目
的
、
そ
し
て
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。
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明
律
系
藩
法
が
贖
刑
制
度
を
導
入
し
た
背
景
は
、
第
一
に
「
明
律
」
が
贖
刑
制
度
を
備
え
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
な
い
藩
が
藩
法
典
の
制
定
に
当
た
っ
て
、「
清
律
」
や
「
唐
律
」、
ま
た
、
日
本
の
「
養
老

律
」
等
を
も
参
照
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
日
中
の
律
も
ま
た
贖
刑
制
度
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
贖
刑
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
も
「
明

律
」
以
外
の
律
の
影
響
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
実
刑
を
過
料
刑
に
よ
っ
て
代
替
し
た
り
、
あ
る
い
は
過
料
を
支
払
え
な
い

場
合
に
労
役
等
の
そ
の
他
の
刑
罰
を
科
し
た
り
す
る
制
度
は
、
複
数
の
藩
に
お
い
て
明
律
系
藩
法
の
制
定
以
前
に
も
見
ら
れ
た
。
贖
刑

制
度
の
導
入
以
前
に
も
、
こ
う
し
た
贖
刑
に
類
似
し
た
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
も
ま
た
、
贖
刑
制
度
導
入
の
背
景
に
存
し
た
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
よ
り
直
接
的
な
贖
刑
制
度
導
入
の
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
贖
刑
が
財
産
刑
で
あ
る
以
上
、
金
銭
の
徴
収
自
体
を

目
的
と
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る(⚓
)。

多
く
の
明
律
系
藩
法
は
藩
政
改
革
に
伴
い
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
藩
政
改
革
の
主
目
的

は
藩
財
政
の
立
て
直
し
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る(⚔
)。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
明
律
系
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
制
度
導
入
の
目
的
に
も
、
財

政
目
的
が
存
し
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
律
系
藩
法
の
贖
刑
制
度
は
基
本
的
に
「
律
贖
」
に
あ
た
る
も

の
の
中
で
も
、
老
幼
廃
疾
者
に
対
す
る
も
の
や
、
過
失
殺
傷
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
贖
刑
導
入
の
目
的
に
財
政
目

的
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
は
主
目
的
で
は
な
く(⚕
)、

高
齢
者
や
幼
年
者
、
障
害
者
等
の
犯
罪
や
、
過
失
殺
傷
の
場
合
に
お
け
る
刑
の
減

軽
に
目
的
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る(⚖
)。

⑶

贖
刑
導
入
の
意
義

多
く
の
明
律
系
藩
法
と
は
異
な
り
贖
刑
を
導
入
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
幕
府
と
比
較
す
る
と
き
、
明
律
系
藩
法
の
贖
刑
導
入
の
意
義

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）
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が
現
れ
る
。
古
く
は
小
早
川
欣
吾
氏
、
近
年
で
は
小
林
宏
氏
ら
に
よ
っ
て
、
徳
川
吉
宗
が
中
国
法
上
の
贖
刑
制
度
に
影
響
を
受
け
、
過

料
刑
を
採
用
し
た
と
す
る
見
解
が
唱
え
ら
れ
て
い
る(⚗
)。

し
か
し
な
が
ら
、
幕
府
の
過
料
刑
の
法
的
性
質
は
贖
刑
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
小
林
氏
は
、「
幕
府
の
過
料
刑
は
、
そ
の
後
の
「
公
事
方
御
定
書
」
に
よ
る
と
、
唐
明
律
の
贖
の
如
く
蔭
や
官
品

を
有
す
る
特
別
な
身
分
の
者
の
犯
罪
、
老
小
不
具
者
の
犯
罪
、
過
失
殺
傷
罪
等
に
対
し
、
そ
の
実
刑
の
執
行
に
換
え
て
用
い
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
比
較
的
軽
微
な
犯
罪
や
行
政
犯
等
に
対
し
て
科
さ
れ
る
基
本
刑
で
あ
っ
た(⚘
)。」

と
指
摘
さ
れ
る
。
本
稿
で
検
討

し
た
多
く
の
明
律
系
藩
法
は
「
御
定
書
」
と
は
異
な
り
、
こ
う
し
た
「
唐
明
律
の
贖
」
に
準
じ
た
贖
刑
制
度
を
設
け
て
い
た
。
転
じ
て

幕
府
の
過
料
刑
は
、
指
摘
の
よ
う
に
贖
刑
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

小
林
氏
は
、
幕
府
が
「
明
律
」
に
由
来
す
る
制
度
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
き
論
じ
ら
れ
て
い
る
が(⚙
)、

贖
刑
の
不
採

用
に
関
し
て
も
以
下
の
理
由
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
律
の
よ
う
な
刑
罰
体
系
を
確
立
し
、
そ
れ
に
対
応
し
た
財
貨
の

額
を
定
め
る
こ
と
が
、
当
時
の
幕
府
や
吉
宗
に
は
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
と
す
る
刑
罰
体
系
上
の
問
題
と
、
贖
刑
が
実
刑
と
は
異
な
り

平
等
に
作
用
し
な
い
点
に
吉
宗
が
留
意
し
た
と
い
う
不
平
等
性
の
問
題
で
あ
る(10
)。

前
者
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
明
律
系
藩
法
は
「
五
刑
」
に
倣
っ
た
刑
罰
体
系
を
設
け
、
そ
れ
に
贖
の
金
額
を
割
り
振
る
な
ど
、「
明

律
」
に
類
似
し
た
贖
刑
の
体
系
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
あ
る
程
度
克
服
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

後
者
の
問
題
、
具
体
的
に
は
資
力
が
無
く
贖
を
納
入
で
き
な
い
者
へ
の
対
処
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
熊
本
藩
を
は
じ
め
、
い
く
つ

か
の
藩
で
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
熊
本
藩
で
は
こ
の
場
合
、「
叱
」
を
科
し
た
り
、
労
役
を
科
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

済
ま
し
て
い
た
。
会
津
藩
で
は
高
齢
者
等
に
対
し
て
減
額
し
た
贖
額
を
設
け
て
い
た
。
弘
前
藩
で
は
―
―
立
法
上
の
不
備
は
存
し
た
が
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―
―
労
役
や
牢
舎
に
よ
る
代
替
の
制
度
を
設
け
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
贖
刑
制
度
を
導
入
し
た
藩
に
お
い
て
は
、
多
く
が
資
力
の
無

い
者
が
贖
罪
す
る
た
め
の
制
度
を
設
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
明
律
系
藩
法
の
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
の
事
情
に
応
じ
、「
明
律
」
を
は
じ
め
と
し
た
中
国
律
を
参
考
と
し
て
贖
刑

制
度
を
構
築
し
て
お
り
、
そ
れ
は
吉
宗
時
代
の
幕
府
が
抱
え
た
贖
刑
導
入
に
関
す
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

小
林
宏
氏
は
諸
藩
の
明
律
系
藩
法
を
含
む
立
法
に
「
明
律
」
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
享
保
期
の
吉
宗
に
よ
る
明
律
研

究
が
江
戸
時
代
後
期
に
至
っ
て
次
第
に
全
国
に
滲
透
し
、
花
開
き
実
を
結
ん
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う(11
)。」

と
論
評
さ
れ
る
。
こ

れ
は
贖
刑
制
度
に
つ
い
て
も
然
り
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
論
に
お
い
て
は
明
律
系
藩
法
の
贖
刑
制
度
に
つ
い
て
、
史
料
的
制
約
か
ら
そ
の
運
用
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
の
十
分
な
検
討
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
明
律
系
藩
法
の
贖
刑
制
度
の
実
態
解
明
が
今
後
の
課
題
と
な
る
と
考
え
る
。

(⚑
)
第
六
章
注
（
⚗
）
以
下
参
照
。

(⚒
)
第
一
章
注
（
15
）
以
下
参
照
。

(⚓
)
明
代
の
「
例
贖
」
に
財
政
目
的
が
存
し
、
転
じ
て
「
律
贖
」
は
刑
の
緩
和
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
第
一
章
注
（
⚗
）
宮
澤

「
明
代
贖
法
の
変
遷
」
三
九
〇
～
三
九
二
頁
参
照
。

(⚔
)
第
一
章
注
（
⚒
）
服
藤
『
幕
府
法
と
藩
法
』
二
一
六
・
二
一
七
頁
参
照
。

(⚕
)
な
お
、
幕
府
の
過
料
刑
に
つ
い
て
も
、
そ
の
科
刑
の
目
的
に
財
政
目
的
は
存
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
第
一
章
注
（
16
）
金
田
「
徳

川
幕
府
『
過
料
』
刑
小
考
」
一
四
頁
）。

(⚖
)
贖
刑
制
度
を
採
用
し
た
明
律
系
藩
法
の
す
べ
て
が
、
高
齢
者
や
幼
年
者
、
障
害
者
等
に
贖
刑
を
認
め
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
第
一

章
注
（
⚖
）
大
竹
論
文
・
一
八
六
・
一
八
七
頁
、
柴
田
『
日
本
幼
児
史
』
六
二
～
六
五
頁
は
、
近
世
の
高
齢
者
観
・
幼
年
者
観
の
点
か
ら
こ

近
世
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
の
研
究
（
二
・
完
）（
片
保
）
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う
し
た
規
定
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
注
（
⚖
）
拙
稿
で
は
、
専
ら
高
齢
者
の
場
合
に
着
目
し
て
当
該
規
定
の
導
入
理
由
に
つ
い

て
考
察
を
行
っ
た
。

(⚗
)
小
早
川
論
文
・
二
九
～
三
四
頁
、
第
一
章
注
（
21
）
小
林
「
徳
川
幕
府
法
に
及
ぼ
せ
る
中
国
法
の
影
響
」
四
一
・
四
二
頁
、
同
注
（
22
）

小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
参
照
。

(⚘
)
小
林
「
徳
川
幕
府
法
に
及
ぼ
せ
る
中
国
法
の
影
響
」
四
二
頁
。
小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
七
〇
頁
で
も
同
様
の
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
。

(⚙
)
小
林
「
徳
川
幕
府
法
に
及
ぼ
せ
る
中
国
法
の
影
響
」
三
五
～
三
八
頁
参
照
。

(10
)
小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
八
四
頁
参
照
。

(11
)
小
林
「
徳
川
幕
府
法
に
及
ぼ
せ
る
中
国
法
の
影
響
」
六
三
頁
。
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